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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は関原一郎議員であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（松尾徹郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、１２番、髙澤 公議員、２２番、五十嵐健一郎議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

きのうに引き続き、通告順に発言を許します。 

大矢 弘議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 〔２５番 大矢 弘君登壇〕 

○２５番（大矢 弘君） 

おはようございます。 

２５番、清新クラブの大矢 弘です。さきに通告いたしました２問について、一般質問をいたし

ます。 

まず１点目、災害対策の推進について。 

災害は忘れたころにやってくると言われています。糸魚川地域の姫川流域における平成７年の

７．１１水害、能生地域柵口地区の昭和６１年の雪崩災害、また、昭和６０年、青海地域の玉ノ木

地区の土砂崩れ災害で、尊い人命や財産を失う大災害が発生しております。 

国土の保全、安全・安心の市民生活を確保するため、農地や森林の国土保全機能を生かしながら、

一層の砂防、治山・治水対策に努める必要があります。 

そこで糸魚川市総合計画と糸魚川地域振興プランの連携による治山・治水等のハード整備の推進

により、次の点についてお伺いします。 

(1) 河川状況に応じた河床、護岸の整備と、河口部の整備について。 

(2) 治山事業における山地災害未然防止対策について。 

(3) 海岸の浸食対策についてをお伺いします。 

２点目としまして、森林・林業の振興についてをお伺いいたします。 

昨年１２月定例会の一般質問で、森林・林業施策について伺いましたが、今回、森林・林業の振

興策についてお伺いします。 

総面積７４６.２４平方キロメートルで、そのうち森林面積が６４６.９５平方キロメートルと総

面積の８６.７％、約８７％を占めておる森林立市であります。近年、森林・林業を取り巻く諸情

勢は大きく変化し、今こそ森林は森林所有者のものでなく、公共財産、環境財産と公益的機能の対

価として位置づけ、２１世紀に相応しているため、次の点についてお伺いします。 

(1) 森林整備事業の推進について。 

(2) 早過ぎる紅葉の原因、被害状況、対策等について。 

(3) 地元材（越後スギ）の利用促進として、公共施設利用拡大と間伐材の利用促進について。 
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以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

大矢議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の災害対策の１点目、河川整備のうち河床、護岸の整備につきましては、須沢地区の姫川

左岸及び大和川地区の前川で継続的な工事が行われております。また、砂防河川やその他の河川に

つきましても計画的な整備と、状況に応じた維持管理工事や部分改修工事を行っております。 

２つ目の河口部の整備につきましては、急流河川が多く、冬季波浪が高い当市では堆砂により閉

塞する河口が幾つか見られており、現状では重機による土砂排除で、その都度対応している状況で

あります。 

２点目の治山事業についてでありますが、当市は地形的かつ地質的要因から自然災害を受けやす

いため、治山事業を実施することにより未然防止を図っていく必要があります。 

また、国土保全という重要な役割を果たす事業であるため、国・県が事業主体となっており、今

後も関係機関に対し危険性、緊急性の高い箇所を優先的に事業実施するよう要望してまいります。 

３点目の海岸浸食対策についてでありますが、浸食が著しく、現在、各海岸管理者において離岸

堤、人工リーフ、階段式護岸などの工事が実施されておりますが、急峻な海底地形を有する海岸が

多く、工事費も多額となっております。一方で、国土の保全を図り、地域住民の生命、財産を守る

上でも、より一層の事業推進が必要であり、海岸浸食防止対策をはじめ治山治水事業を含め、今後

とも国・県に働きかけ、事業の促進を図ってまいります。 

２番目の１点目、森林整備事業の推進についてでありますが、本年度、森林手入れの意思確認を

行うため、市内３地区において森林所有者を対象とした、間伐を含めた保育管理のアンケート調査

を行い、施策を推進するための糸口にしたいと考えております。 

今後も森林整備事業を推進するため、国・県の補助制度を最大限に活用し、作業を担うぬながわ

森林組合と連携をしながら、積極的に啓蒙、啓発に取り組んでまいりたいと考えております。 

２点目の早過ぎる紅葉についてでありますが、これはナラの木に寄生するカシノナラキクイムシ

が原因であり、市内の被害状況は、平成１６年ごろから見られるようになり、昨年度は市内全域で

約７,６００本、今年度は約５,７００本の被害が確認されております。 

対策といたしましては、有効な防除対策がない状況でありますが、倒木による危険性があります

ことから、市が管理する公園内や道路のパトロールを実施することといたしております。 

また、ナラ枯れの状況や倒木の危険性を市民に周知するため、今月１０日号の「広報おしらせば

ん」で掲載いたしたところであります。 

３点目の地元産材の利用促進についてでありますが、ふるさとの木家づくり振興協議会の助成制

度とともに、住宅の増改築の際に地場産材を利用した場合の市の独自の補助制度を、本年度、創設

いたしたところであります。 

また、市が発注する工事についても利用可能な部署に地場産材を使用するよう仕様書の特記事項
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に明記し、間伐材を含めた地場産材の利用促進を図っております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

それでは２回目の質問に入らせていただきます。 

まず、災害対策でございます。これから秋の長雨、台風等々、非常に災害が多い地域であります

ので、その関係についてお伺いしたいと思っております。 

まず、河川状況に応じた河川の関係でありますが、質問する前に、まず河川の草刈り業務と、毎

年大きなお金をかけていただいて河川整備をしておることに対して、まず感謝申し上げたいなと。

今後も草刈り、間伐等の整備を、続けてやっていただきたいなということで考えております。 

質問に入りますが、まず１市２町、先ほど申し上げました、森林・林業の方でも、また関連もし

てきますが、この１市２町が合併しまして、７５０平方キロメートルと非常に膨大な面積の新しい

糸魚川市となりまして、この河川を見た場合、１級河川と２級河川、いろいろ種類があるんですが、

１級河川が２５河川、それから２級河川が３６河川ということで、この総延長が約２１０キロメー

トルにも及ぶという長い河川を持っておるわけですが、最近この傾向を見ていきますと、非常に各

河川とも河口付近の上流で土砂が堆積して、河積断面というんですか、その断面が非常に確保され

ていない状況であるということで、非常に危険な状況に陥っておりますが、まず、この辺について

は河床整備、護岸の整備等、今後の考え方。また、今年度の状況等わかりましたら、まず、その辺

からお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰建設課長。〔建設課長 神喰重信君登壇〕 

○建設課長（神喰重信君） 

お答えいたします。 

議員さんご指摘のとおり、非常に延長の長い河川の中の維持管理、あるいは河川整備ということ

で、特に近年の公共事業の縮小と相まって、なかなか整備が進んでない状況でございます。 

特にご指摘の河口付近での堆積ということで、特に後で出てまいります海岸とも関連いたします

が、冬季の波浪によりまして河川の閉塞が非常にあるというようなことから、堆積土砂の排除につ

いて、しゅんせつについても県にお願いしてるところでございますが、なかなか追いつかない状況

でございます。 

一部河川を除きまして、一応護岸、あるいは床固め等の整備は、河口付近は終わっているわけで

ございますが、今言うような河川断面を確保するための維持管理の徹底といいますか、小まめな管

理に努めるように、特に大きい河川は国・県にお願いしている関係上、今後も要望してまいりたい

というふうに考えております。 

以上でございます。 



 

－ 226 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

課長、今、護岸工とか、そういうものを整備されたということなんですが、先ほどちょっと申し

上げました平成７年の７．１１水害、非常に大きな災害後、調べていきましたら海岸の方は、後で

また申し上げますが、河川の災害状況の一覧表というものを調べてみたところによりますと、毎年、

護岸工の関係の災害が発生して、既に合計しますと４２件ほどの護岸工の整備がされているという

ことなんですが。 

能生川の例をとって申しわけないんですが、非常に下流の方には土地区画整理等で川沿いの宅地

化の進行、それから下水路の終末処理場等々を考えたときに、今、護岸工という話がありましたが、

現状の護岸工は、堤防を守るための護岸工の上を水が流れていくというような状況なんですよね。

その護岸工と護岸工との間は河床は何もやらんもんですら中が浮いて、もう高くなっている。もう

既にこれが蛇行したりしたときに、一発で災害で護岸がやられるという、ひとつのそういう感じに

入っていますので、その辺、実態をどの程度調査をされているのか、その辺をちょっとお知らせ願

いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰建設課長。〔建設課長 神喰重信君登壇〕 

○建設課長（神喰重信君） 

お答えいたします。 

特に重要な施設のあるところについては、県も定期的にパトロールをしているという状況でござ

いまして、ご指摘のとおり河床が均一でなくて、高くなったりして堆積土砂のあるようなところは、

重点的にその土砂の排除をお願いしているところでございますが、なかなか追いつかない状況でご

ざいまして、今後とも県に対して要望していくということで、ご理解をいただきたいと思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

課長は最後に、ご理解いただきたいと言うたんですが、ご理解するということじゃなくて、これ

は私、能生のときもそうだったんですが、河床整備をやらないことにはもう大変ですよということ

を何回も申し上げておるんですが、能生の場合で考えていきますと、内水面漁業協同組合の関係等

でサケの山場もありますし、ニジマスの放流もありますし、今はアユの関係ということで、年間に、

もし河床整備に入ったときに整備をやる時期というのは限られているんですよね、そういう内水面

等との絡みで。 

それで現状において、建設産業部長がおりますんで、当時のあれは大体わかるかと思うんですが、

能生川等で実際、本当にどのぐらい河床整備されたんかなという疑問が出てくるんですが、部長、
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その辺、ちょっと回答いただけませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

今、河川の下流部での土砂の堆積の話で、河川の河積断面の不足というお話でございますけれど

も、能生川を例にとりましても、今、大矢議員がおっしゃられるすぐ上流では、逆に洗掘が非常に

進んでいるというようなことで、帯工等の施設対応をしていかなきゃならんということで要望した

り、実施をされております。 

河川工学的と言うとどうかと思いますけども、土砂を取ると、その分また上流から供給されると

いうようなことで、やはり河積断面の不足については、あそこは整備済みということにはなってお

りますけれども、余裕高をさらに嵩上げしていくというような方向に話を展開していかないとどう

かなというように、私は個人的には思っております。 

ただ、河床整備ということで整備をして、トラックによる地区外への土砂搬出ということもして

はおりますけれども、すぐにそこがまたいっぱいになるというようなことで、なかなか即効薬と言

うか特効薬と言いますか、そういうものが現実には見当たっていないのが実情かというふうに思っ

ております。 

それについても今後さらに、だからどうにもならないということではなくて、財産、生命の安全

のために対応をとっていかんきゃならんということで、広範な意見集約をまたさせていただきたい

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

すぐにということじゃないですが、経験と叡知では到底及ばぬ自然の力の災害でありますので、

その辺については十分また配慮していただきたいなということと。 

昨年、水防法が改正されまして、新たに規定されたということなんですが、平成１８年度より水

位情報周知河川というものが出てきておりますね。これについては、既にその周知河川になってい

るのは姫川が入っております、そして１８年度に入りまして新規に９河川ほど加わりまして、今

２５河川になっておるということで、これはどういうことかと言うと、水位情報周知河川で避難を

するために、１つの指標を目的として特別警戒水位等に達したときに、インターネット等で市町村

へ流してお知らせするというシステムで、これは非常にすばらしいあれだなということで、県の方

の河川管理課の方へ問い合わせをしましたら、こういう資料をいただいたんですが、これについて

は糸魚川市において１０キロを超える河川延長の河川が、１級河川の姫川等を除いて２級河川でも

能生川とか海川、早川、それから青海川等々があります。私が今申し上げた水位情報周知河川にな

るための何か裏づけと言いますか、どれぐらいのあれがあれでという何かあるんでしょうかね。も

しこういうものに入れば、インターネット等で災害の情報が早く周知できるんじゃないかなと思う

んですが、課長、その辺、何かございませんか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

水防に関するものでございますので、防災担当の私の方からお答え申し上げます。 

今、大矢議員がおっしゃいましたとおり能生川等、あるいは２級河川につきましては、今のその

中に入っておりません。 

ただ、その中に入ってないわけでございますが、私の方としては、そういう適切な情報を早くい

ただけるように、これからも県に働きかけていきたいと思っているわけですが、全く情報が入らな

いかというわけじゃなくて、現に能生川を例をとりますと、中之口に水位観測所がございまして、

そこに通報水位、あるいは警戒水位というのが定められておりまして、この基準に達した段階では

振興局の方から私どもの方にご連絡いただき、我々の方が適正な対応をとれるようにしております

ので。ただ、おっしゃいましたように瞬時に、即時性が若干送れる場合もあるもんですから、今言

われましたものについては働きかけをさらに強めていきたいと、こう思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

情報が全く入らないということじゃなくて、やっぱり迅速に早くやはりそういう災害等にタッチ

していただきたいということで、今こういう制度があれば、何とかこれに乗っていただきたいなと

いう、今お願いを兼ねた要望でありましたので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは(2)治山事業における山地災害の未然防止対策ということでお話をさせていただきます。 

先ほど申し上げておりますように、管内は面積が大きくなりまして、県下でも有数の地すべりの

発生地域、また地すべりの指定区域が多いところであります。これにつきましても国土交通省所管

の土木の関係ですと５７地域、３,０００ヘクタールからあるということ。それから農地の関係で

も４０地区、３,８５７ヘクタール、それから林部の関係、林野庁の所管の方ですが、４３地域に

５,８１３ヘクタール、これは県下でも非常に大きい、一番大きい地すべり区域の数字でないかな

という感じで考えております。 

これにつきましてはいろいろな中で防災の未然防止ということで、先ほど市長さんからもお話が

ありました、これについては安心・安全のためにやはり守らなきゃならない事業であろうというふ

うに私も痛感しておりますし、また、糸魚川の地域振興局農林振興部で治山防災ヘルパーという、

こういう治山を守ろうという年１回の研修会等で、私もそのヘルパーの１人なんですが、平成９年

にスタートして、全国で４,６００人、５,０００人近くおるというこのヘルパーのあれなんですが、

今年度も６月２８日にヘルパーが１０人、それから振興局の人が６人ということで研修会をさせて

いただきました。 

このときに初めて、私も認識不足だったんですが、焼山火打砂防事業と焼山治山事業、すばらし

い火打山川の第１号砂防ダムですか、あれを見させていただいて、ああ、災害防止のために、やは
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り一生懸命にこういう未然防止のダムが必要なんだなということを痛感をさせていただきました。 

そんなようなことで、この未然防止対策で、私は何が言いたいかと言うと、糸魚川の今の総合計

画、前期基本計画が今答申されて立てられましたね。ただ、この中で余りにも治山事業に対する考

え方がおろそかと言いますか、主要事業一覧表の「国土の保全と整備」の中の治山事業を見てみま

すと、内容的にどういうことが書いてあるかと言いますと、荒廃林地の治山対策という書き方なん

ですね。具体的などこどこの治山をどういうふうに計画的にやりますという、やっぱりそういう形

で。地すべり対策とかそういうものは、みんな各地区名がうたわれて、いろいろの対策を計画の中

に盛り込んであるわけですね。ただこれについては、治山事業だけなぜ具体的な整備箇所、指定等

がないのか、できないのか、その辺をちょっとわかりましたら、ご答弁願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えさせていただきます。 

総合計画で入ってないのは、非常に箇所がたくさんあるもんですから、個々に上げるのはちょっ

と無理かということなんでございます。 

ただ、新潟県の方では山腹崩壊の危険箇所について全部調べておりまして、例えば山腹崩壊の危

険地区については１１０カ所だとか、あるいは地すべり危険地区については５３カ所だとか、もろ

もろの危険箇所を指定する中で、順次、危険度の高いところから、緊急度の高いところから進めて

おるわけでございまして、治山事業というのは道路を１本つくるのと違いまして、相当金額的にも

かかります。そういうことから新潟県でも頑張っていただいておりますし、それからずっと上流部

へ入りますと、新潟県だけでなくて林野庁からもお願いしてやっておるような状況でございます。 

民有林を中心にしますと、松本にあります中信森林管理署が中心になりまして、木地屋川だとか、

蒲原沢だとか、そういったものをやっていただいておりますし、また、国有林につきましては、先

ほど話がありました焼山のところですね、そこで上越森林管理署が焼山の山腹崩壊の防止事業につ

いてもやっていただいておりますもんですから。いずれにしても、非常にかかるということで、危

険な場所から順次やっていただくということで、お願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

そのようにお願いをしたいということと。 

ことしの山地災害防止キャンペーンで、こういう「山地災害に備える」というパンフレットが出

ておりまして、この中身を見てみますと山の危険箇所が８カ所、川が濁ってきたとか、水位が下が

ったとか、湧き水が出たとか、こういうものが細かく８つの危険信号ということで書かれたパンフ

レットがあるんですが、これをやっぱり有効活用して、全戸配布というのは無理だと思いますので、

各区長さんぐらいにやって、これだけ地すべり地域の多いところでありますので、お互いに災害防

止を啓蒙するといいますか、そういう形の中でやはりこういうパンフレットの配布も必要でないか
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なと。 

それと先ほど申し上げましたが、地区の山地防災ヘルパー等とまた連携をとりながら、またその

ほかにも地すべり巡視員ですか、そういう方々もおられるわけですので、やっぱり集落で１本にな

るような形で体制づくりをやっていっていただきたい、これは要望しておきます。 

それから１つお聞きしたいんですが、旧能生町のときには今言いましたように、地すべり区域が

非常に多いということで、地すべり連絡協議会ですか、そういう関連の地すべり防止のための陳情

だとか、研修会だとか、お互いに検証しながら、お互いの知識を高めておったわけですが、糸魚川

は今１本になりまして治山林道協会ですか、それはまだ生きておるんだろうと思いますが、そうい

う地すべり協議会的なような細かいものの協議会というのを、今後、設立するような考え方はある

のかどうか。市長、もし何かお考えがありましたら。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

合併前は１市２町、もしくは３町で、そういういろんな協議会を設立しておりましたし、地すべ

り対策協議会も、そのような形でありました。 

今お話のように合併した段階では、そういうものはことごとく廃止しておりますけれども、それ

では事業進捗に支障をきたすというようなことで、昨年度、農林水産課で農業振興協議会、それか

ら林業振興協議会、それから水産振興協議会という３つのものを設立させていただきました。その

項目の中に、今ほどおっしゃられた従前の協議会のものを運営する科目を、１項目ずつそれぞれ設

けさせていただいて、例えば林業振興協議会の中にはその中に、ちょっと正式の名前はあれですけ

れども、地すべり、あるいは治山の陳情・要望行為を行う項目を設けさせていただいて、その中で

陳情・要望活動を行うという流れにさせてきてもらっておりまして、既にそれによりまして、こと

し行動を起こさせてもらっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

一瞬のうちに人命なり財産なりが失われますので、十分な施策をお願いしたいということを考え

ておりますので、よろしくお願いします。 

(3)の海岸浸食対策についてでありますが、本市の海岸線が全長４５キロメートルということで、

非常に海岸線が長いということで、過去においては波浪災害、台湾坊主等の高潮災害だとか、いろ

いろな異常高潮というようなことで災害に被られております。 

そのほかに、また予期しないような「ナホトカ号」の重油流出というような事件と言いますか、

そういうものもあったというようなことでありますが、この海岸保全区域についても非常に海岸線

が長いということで、それぞれのあれが出てきておりますが、まず、その中で、なぜこの高潮対策

なり海岸浸食対策を申し上げたかと言いますと、県下で１位、２位を占める漁港が整備されている

ということで、非常にこれについては能生漁港、それから筒石漁港、浦本、市振等といろいろな漁
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港でかなりのあれがあるわけで、その辺も踏まえた中でいま一度、高潮浸食対策について細かい何

か対策等がありましたらお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰建設課長。〔建設課長 神喰重信君登壇〕 

○建設課長（神喰重信君） 

議員さんおっしゃるとおり非常に海岸線が長くなっておりますので、しかも波浪で一部地区を除

きまして、ほとんど浸食を受けておるという状況でございます。 

市振海岸につきましては、平成１３年から２０年にかけまして離岸堤を投入しているところでし

て、昨年度までで進捗率が約５０％というような状況でございますし、また、中宿海岸につきまし

ては災害を受けたというようなことで、１６年から２０年の計画という段階でありますが、まだ昨

年度まで６基のうち１基が完成した状況でございまして、まだまだこれからというような状況であ

ります。あるいは親不知海岸におきましても、護岸の補修というようなことで若干されております

が、今年度は一応、間脇海岸で一部事業をしておったり、地元要望についても５海岸９事業という

ようなことで、非常に多く要望が上がってるわけでございますが、非常に事業費が高くなるという

ようなことで、なかなか進まないのが現状でございますが、今後とも河川ともども、国・県に対し

て強く要望してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

よろしくお願いします。じゃあ災害関係は終わりにします。 

２番目の森林・林業の振興について入らせていただきます。 

この中で(2)の方から先にいきたいと思いますが、早すぎる紅葉の原因、被害状況、対策等につ

いて、先ほど市長からありました。カシノナラキクイムシということで、ナラノ木が、コナラ、ミ

ズナラ含めてやられているということで、これについては昨年もちょこっと病害虫の関係でお話申

し上げてはおったんですが、これが急にナラ枯れが出てきたということで、資料でいきますと平成

１５年に、能生町でわずか１９本ばっかりの被害が見えてきたということで、あと１６年、１７年、

１７年は今市長が申し上げましたように７,６００本おるというようなことで、非常に目立つ紅葉

だということでいろいろ調査をさせてもらったり一応やったんですが、ことしの場合、９月１日と

９月４日ですか、調査させてもらったそのデータ等をいただいたり、またいろいろもらったんです

が、能生については昨年６,４９０本、約６,５００本という、全体で７,６００本のうちの大半、

９割近くが能生で発生しておったんですが、今回、能生町が昨年から見て昨年の６０％、

３,８００本に減少したということであります。ただ、青海が昨年１０７本ほどだったのが、今年

度は６１０本ということで５７１％、約６倍近く発生したということで、これについても今後どう

なるのかなということで、旧林業事務所とご相談させてもらっております。 

びっくりしたのは、松くい虫のような壊滅的な被害を受けることがないということで、私は林業
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関係は大分長くさせてもらってたんですが、ナラ枯れというのは４年程度で、嵐が過ぎ去るように、

もうその被害のあれがなくなるんだということで、そのまま放置しといても元の山林に戻る可能性

もありますということで、それほど懸念されていないんですが。 

ただ、先ほど市長の答弁にもありました。新糸魚川市になりまして森林公園が非常に多く各地に

あります。これも構造改善事業で行った高ノ峰プラトーをはじめ、あと美山公園のキャンプ場とか、

高浪の池、それから青海の方に行きますと麻生山付近の大平峠等の関係、それから親不知のグリー

ンパークということで、また、能生の場合も大平の自然休養林がありまして、あそこは遊歩道がつ

いております。雑木林の散策をするということで、その遊歩道を先般ちょっと行って見てきました

が、非常にそこの部分もナラ枯れが発生して、非常に危険なような状況になっておりますので、そ

の災害対策といいますか、伐採等をどの程度ことしやられるのか、予定はあるのか、ちょっとその

辺を。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

市内で状況が大分悪化してきたということで、調査をさせてもらっております。その中で市が管

理する公園だとか、あるいはキャンプ場とかいろいろあるわけでございますけども、１３カ所あり

まして、１３カ所のうち被害を受けているのが４カ所、それから被害が今のところないというのが

９カ所ということで、その４カ所の中で、もうすぐに危なくて切らなきゃならんものについては、

もう既に処理をさせていただいております。それから枯れても、そのときすぐに倒れるというもの

じゃないもんですから、もうちょっと様子を見させてもらって、ことしはちょっとやれなくても、

来年には春先一番にやらないと危ないかなというように思っておりますので、いずれにしても人命

第一に考えて、危険のないような形で処理をしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

これは市町村が実施するということで、県が補助金を交付するということで、平成１８年度は新

規に県の予算が２８０万円ほど計上されているというふうにお聞きしておりますので、その辺、早

く対策をしていただきたい。ただ、予防対策というような形で、樹幹に防黴材の注入だとか、その

程度しかできないということでお聞きをしておりますが、その辺も新たにまた対策を練っていただ

きたい点と。 

ただ、これはドングリの実のなる木なんですよね。これがこの冬、またドングリの実がないとい

うことになりますと、その辺のクマの出没等による被害対策、こういうものもやはり考えていって

いただかなきゃならんなということで、早目に立て看板なり注意を呼びかけるものも必要かという

ことでありますので、要望をしておきます。 

次に、(1)の森林施業の関係についてでありますが、これについては先ほど市長からもお話があ
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りました。ただ、これは非常に森林面積８７％と大きい、これは森林所有者のものだけというとら

え方ですと、なかなか森林整備が進まないということで、先ほど申し上げました公共財産とか環境

財産の公益的機能の関連があるということで、お話申し上げておりますが、実は今回樹立します糸

魚川の総合計画の基本計画の中でも森林整備の推進の中において、森林所有者個人の対応のみでは

なく、適切な森林整備を期待するということで、採算性と経営意欲の向上を図るということになっ

ていますので、その辺もやはりとらえていっていただきたいなということで。 

まず１点目、お願いしたいと思っておりますが、造林、保育、下刈り、枝打ち、間伐等の推進は

もちろんですが、高齢化がやってきまして、なかなか個人で施業するという時代でなくなってきた

ということで、手遅れ林分が非常に多くなってきている。動物も通れないような荒れ放題な林分が

多くなってきているということで、それによって先ほどのナラ害じゃありませんが、スギノアカネ

トラカミキリというようなことで、枯れ枝から入る病害虫等も侵入しとるということで、これは材

としての価値観がなくなるということでありますので、この辺の防除の関係、それから補助金等も

今までと同じような２０％ということで補助関係がありますが、これを継続していかれるのかどう

か。また、新たに何か対策があるかどうか、まずその１点をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えさせていただきます。 

議員が言われるように森林は所有者のものだけではなくて、多面的な機能を持っている大事な財

産であるということは承知しておるわけでございますけれども、そんなことから今までもいろんな

補助を使わせていただいておるわけでございますけれども、平成１７年度の実績で見ますと造林か

ら間伐まであるわけでございますが、その作業に対して資料を見ますと、国から平均５６％、市も

１５％補助をさせてもらっておる状況でございます。引きまして自己負担が２１％ということで、

それなりの補助をさせていただいておるわけでございまして、幾らかの補助を多少なりとも上げた

としても、今の状況だとなかなか皆さんの意識が、金を出してまで森林整備をするという気持ちが

ないというのが、アンケートの結果、判明しておるような状況でございますもんですから。 

それについては先ほど市長が言いましたように、１７年度については各地区へ懇談会に行きまし

て、いろいろな説明会をやっておるわけですが、ことし１８年度になりまして３地区でもって、青

海であれば須沢地区ですか、糸魚川であれば西海地区、能生であれば能生谷地区、３地区の方にア

ンケートをして森林整備をやっていただけないか、あるいはやる意向はあるかどうか、そこらを確

認してもらっているわけで、結果として、２１人からやりましょうという回答をいただいておりま

す。そのようなことから、いろんな面で懇談会を開いたり、あるいは皆さんに説明をする中で、少

しでも意識を高めてもらうということが、大事なのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 
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そのようなあれでアンケートなり、また地域のあれに行っていただくことについては承知してお

りますので、ぜひまたお願いをしたいなと。 

あと作業道の開設、推進の関係なんですが、これについては、きょうは市長、ちょっと私の方で

力を入れてこの部分をお願いをしたいなというふうに考えているんですが、やはりこの森林施業、

保育が遅れている１つの原因として道がないという。そして今、高齢化社会で車が入れないと、な

かなか施業等ができない部分があります。これにつきましては、林道開設等いろいろ計画的にやっ

ていただいておりますが、林道開設にはメートル当たり何万円、何十万円かかるわけですね。それ

を造林作業道という、保育作業道でもいいですし、ブルでただ押して３メートルぐらいの幅といい

ますか、軽トラが入る程度、また運搬車が入る程度。これはメートル当たり１,０００円ぐらいで

できるんですね、今まで私も組合のときの実績なり、そういうものからいった場合に。ただ、そう

いうものをまずコスト縮減のために、大いに整備をしていっていただきたいということと。 

それと同時に、先ほどから申し上げておりますが、この地域は地すべり区域が多いということで、

もし大々的な構築物的なもののブルを入れるということになると、許可を取らなきゃならんと。許

可を取らなくてもいいような状況の中で市と県と交渉しながら、そういう形のものを見出していけ

ないものかどうか、市長、その辺、ちょっと考え方をお知らせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えさせていただきます。 

今議員ご指摘のとおり非常に森林面積が広い中で、今やはり作業道がなくて管理ができない。ま

た、作業道がつくことによって、森林資源の付加価値が高まるわけでございますので、私といたし

ましても、そのようなところをとらえていきたい。 

ただ、残念なことに、今それもまた議員ご提言いただきましたように、非常にその道路のコスト

というのはかかるわけでございますので、いかにそれを軽減してやれるかということが大事だろう

と思うわけでありますので、その辺をどのようにしていくかというのは、１つの工夫だなと思って

おります。 

そして私も今議員ご指摘の県と市ということでございますが、と申しましても１００％を市と県

でなくて、また例えば所有者の方々もやはりその熱意を持っていただく中で、その辺をどこかで、

どのような担い方をしていただくかは、これから協議をしていかなくちゃいけないんだろうと思っ

ております。 

そういう中で、やはり熱意のあるところの方を優先的に私はやっていかなくちゃいけないんだろ

う。ただ単に道をつけても何もしないということではいけないわけでございますので、公共性が高

くても地権者の方々の財産的な付加価値も高まるわけでございますので、やはりそういったところ

の進め方も考えながら、進めさせていただきたいなと思っております。 

まさに議員ご指摘の考え方、私もそういったところでやらないと、例えば林道整備などという形

をとっても、なかなかこれは事業が前へ進まないだろうということで、これからどこを取り組んで

いけばいいのかも含めながら、森林振興協議会というものを立ち上げさせていただきましたので、
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その辺と連携しながら進めさせていただきたいなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

市長、ぜひそのようにお願いをしたいと思っております。 

それからあともう１件、森林整備の絡みの中で１点お聞きしますが、１市２町が合併して市有林

ですね、これは今どのぐらいの面積になっておりますか。これは財政の方ですかね、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市有林の関係ですけども１市２町合併しまして、今現在、普通財産の山林ということで申します

と、１７年度末で約２,６７４万４,０００平米ということになりまして、ざっくり申しますと

２７平方キロメートルかなということであります。ただ、これはあくまでも台帳でありますので、

実測にしますと、まだ２倍、３倍という数字になるんではないかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

課長、あんまり余計なこと言わん方がいいですよ。測量をやると２倍、３倍なるという、そうい

う言い方はやはり、私は台帳は台帳でそれでいいと思うんで。そのために税率というか、そっちの

方まで影響してきますんで、そういうのはちょっとお答えとしては、あれだなということで述べて

おきます。 

それは２７平方キロメートルということでありますが、旧能生のときにも水資源涵養とか、公益

機能ということで林野管理委員会等をつくりながら、町の財産である山をいろいろ整備計画、補助

対策による事業の関係とか研修等をやっておったわけですが、糸魚川に今１本になったわけですが、

そういう計画というのは特につくる予定はないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

林野関係の管理につきましては、旧能生町と旧青海町の方にあったわけですけども、そもそも林

野管理の当初のものは旧町村の合併、昭和２９年の合併以前に、それぞれの集落単位で所有してい

た山林について、能生町なり青海町が引き継いだわけですけども、その辺の関係で、やはりそのと

きの山林の利用が薪とか、それから炭とか、そういうことで非常に山林が住民生活と密着してたと
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いう関係があって、林野管理というものがあったわけですけども、今回、合併した段階で全く関係

ないとは申しませんけども、そういう密接な住民生活とは関連性が薄くなるということで、合併調

整の段階では林野管理条例とか、林野管理委員会の設置については、合併を機になくするというこ

とでさせてきましたので、１市２町の財産を今整理をしてますけども、その辺につきましては、ま

た実態を見ながら検討したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

森林・林業は面積が多いので、やはり大事だと思うんで、私は１年に１回ぐらいこの森林・林業

をこういうふうに質問をしながら市民の方からも理解をしていただく。また、こういう大事な資源

だということでお話をさせてもらっとるんですが。今、市有林の関係で、考え方がちょっと消極的

というか、もう少し前へ進んでいただくような考え方を、また今後とっていただきたいなというこ

とを、これは要望をしておきます。 

最後に、地元材の利用促進、これは今市長からお話がありました。私は昨年の１１月２１日に森

林林業振興協議会をまず立ち上げたということに対して、昨年１２月のときもお礼を申し上げさせ

てもらいましたが、その中で委員全員で３部会を形成されて、それぞれ事業に取り組んでこられて

おるということであります。これにつきましては、県では森林林業木材産業振興プランに基づいて、

県産材の供給体制を整備するとともに、公共施設や住宅等への利用促進を図るということでありま

す。森林資源の循環利用を推進していますが、最近の公共施設への利用状況といいますか、昨年

１２月のときに聞いたんですが、今回、今現在でわかりましたらお願いをしたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えさせていただきます。 

平成１７年度の実績でございますけれども、公共事業で使われた場所について６カ所ございまし

て、トータルで５６.６立米という結果が出ております。これは間伐材も含んでおります。そのほ

かに治山事業ですね、県の治山課でやってる事業について、極力自分たちの仕事ということで使っ

ていただいております。その治山事業については平成１７年度、７２立米を使っていただきました。

合わせて１２８.６立米というのが、今現在の状況でございます。 

１８年度につきましては、公共事業についてはもちろんのことですが、１７年度以上に使ってい

ただくように啓蒙なり、あるいは各課にまたお願いしてるわけでございますけれども、治山事業に

ついても昨年と同じように、７２立米以上は使いたいというような話も聞いております。ちなみに

ことし、平成１８年度につきましては、田沢小学校をはじめ４カ所の今計画があります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 
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○２５番（大矢 弘君） 

じゃあそのようにお願いをしたいと思いますが、それで平成１８年度新規事業で、糸魚川市の地

場産材利用拡大事業の普及ということで、改築材とかリフォームとか５０立米以上の利用促進を図

っていきたいということなんですが、現在の状況と、ことしの年度末までの見通しといいますか、

その辺、わかりましたらお願いしたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

今の状況でございますけども、糸魚川市で始めました、平成１８年度創設しました地場産材利用

拡大事業補助金ということで、この事業につきまして、現在、予算的には３棟計上しておったわけ

でございますけれども、現在２棟が完成しまして、もう１棟計画があるという連絡をもらっており

ます。このことから、今後また新たな追加があるんではないかということを想定しながら、今回、

９月補正で新たにもう２棟、後で申し込みがあって、金がありませんというわけにいきませんもん

ですから、今回、９月補正でお願いしてる状況でございます。 

それから、ふるさとの木家づくり振興協議会と、これは今その方でやってます事業につきまして

は、それも今計画では３棟を計画でございますけども、今のところ２棟の申し込みがあるそうでご

ざいます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢議員。 

○２５番（大矢 弘君） 

ありがとうございました。そのように利用事業等をふやしていきたい。 

最後に、市長にお願いというか、お礼を申し上げたいと思いますが、先ほど答弁の中にありまし

た、今後、県産材の拡大のために、公共施設の利用拡大のために設計書に明記していただきたいと

いうことで、昨年お願いをしていたら、早速、取り組んでいただいたということでありますので、

ぜひ今後もそのようにお願いしたい。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、大矢議員の質問が終わりました。 

関連質問ありませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○５番（中村 実君） 

１つお伺いしたいんですけど、治山事業という中で、先ほど地すべり、また海岸浸食ということ
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で大矢さんの方から話がありましたが、糸魚川市内の避難箇所がきのう１５１カ所、また公園等が

５６カ所ということで話がありましたが、その中で、この地すべり等の災害があったときに避難す

る場所等を仕分けしてあるのかどうか、ひとつお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

ただいま策定中であります地域防災計画、間もなく議員さんに配付できる段取りになっておりま

すが、新防災計画の中で避難所のところで、地すべり等の危険箇所にあるものについては、そのよ

うに表示させてもらってあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○５番（中村 実君） 

地すべり等で避難箇所、危ないところもあると思いますし、また、地震等で津波が起きたときに

浜沿いの避難箇所に逃げることができないということで、その辺の仕分けをはっきりしていただき

たいと思います。 

三重県の尾鷲市の方では、ちゃんと地震、また津波、ほかの災害のときに避難場所を仕分けして、

地図等で周知できるような対策をとってるということで、糸魚川市でもそのような方向で進んでい

っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（松尾徹郎君） 

ほかにございませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

それでは、大矢議員の関連質問をさせていただきます。 

まず１点でございますが、林道整備地域活動支援交付金事業は、平成１４年度から平成１８年度

までの５カ年計画だというふうにお伺いしておりますが、１９年度からの制度が変わると聞いてお

ります。その見通しについてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

今のところ、そういう情報は得ておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

この制度に関しましては、変わる予定ということの情報が入ってますので、ぜひまた確認の上お

知らせいただきたいと。 

最後になりますが、もう１点質問いたします。時間がありません、またの機会にさせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

ここで１０分間休憩いたします。再開は１１時１０分です。 

 

〈午前１０時５８分 休憩〉 

 

〈午前１１時１０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、渡辺重雄議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 〔４番 渡辺重雄君登壇〕 

○４番（渡辺重雄君） 

清新クラブの渡辺でございます。 

それでは事前に通告いたしました通告書に基づきまして、市民と行政による分権時代の活力ある

まちづくりについて、１回目の質問をさせていただきます。 

合併して１年半を経過し、各種の計画策定や機構整備などが進められ、新しい行政の体制は整い

つつあると感じております。しかし、一方では新たな課題や問題点も見えており、その対処法の多

くが、「今後見直します」「検討します」「促進します」というような語尾でくくられている状況

です。行政もスピードが必要です。見えてる課題や問題点を先送りするのではなく、その時点で最

大限の努力をして、具体的かつ踏み込んだ対応が必要であると考えます。 

一般論として、ほとんどの行政が「長引く景気の低迷に加え、国の三位一体の改革により地方財

政は極めて厳しい状況を迎え、そして急速に進む社会経済情勢の変化、市民ニーズの多様化、高度

化、地方分権の推進などもあり、質の高い総合的な行政サービスが求められている」としておりま

すが、地域間競争の時代を迎えている中で、とらえ方と進め方により、今後大きな差が生じてくる

と考えます。 

特に当市では、今年度をスタートとする行政改革大綱が策定され、推進計画、実施計画も示され

ましたが、運用に際しては市民ニーズに的確にかつ迅速に対応し、効率的に行政サービスを提供す

るためにも、市民と行政をつなぐ仕組みづくりをはじめ各種の改革は、市民のための改革でなけれ

ばなりません。そして市民満足度の向上と分権時代にふさわしい活力あるまちづくりを積極的、か

つ計画的に進める必要があります。 
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このような観点に立ち、主に市民と行政のつながりについてご質問をいたします。 

(1) 市民と行政の情報の共有についてであります。 

  市民と行政が、いつでも、どこでも必要な情報を、わかりやすい形で共有でき、市民の意

見を幅広く聞き、市政に反映できる公平で透明性の高い行政運営が求められていることから、

次の点についてお伺いいたします。 

 ① 広報広聴のあり方について。 

 ② 今後の地域情報化についてであります。 

(2) 市民と行政の協働によるまちづくりについてであります。 

  市民と行政が、ともに公益を担うパートナーとして、それぞれが持つ特性や資源を効果的

に生かす協働によるまちづくりを進めるため、次の点についてお伺いをいたします。 

 ① 市民参加の方法について。 

 ② 市の果たすべき役割についてであります。 

(3) 市民ニーズと時代をとらえた組織づくりと職員の意識改革についてであります。 

  多様化する行政課題に迅速に対応できる、柔軟性を持った機動力のある組織づくりと、職

員の意識改革を進めることが必要と考え、次の点についてお伺いをいたします。 

 ① 効率的な組織体制と総合調整機能について。 

 ② 職員の意識改革と人材の育成・活用についてお伺いをいたします。 

以上で、私の１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

市民と行政による分権時代の活力あるまちづくりのご質問でありますが、まず、１点目の市民と

行政の情報の共有についての１つ目、広報広聴のあり方についてお答えいたします。 

ご指摘のとおり市民と行政が協働してまちづくりを進めるために、お互いに情報を正確、かつ公

平に共有することが重要であると認識しております。 

このため広報活動では全世帯に配布する広報紙をベースとして、行政の施策や課題をなるべくわ

かりやすく掲載し、さらにホームページやＣＡＴＶ等で新しい情報を詳しくお伝えすることなど、

多くの市民が求める方法で行政情報を提供することと考えております。 

また、広聴活動では市長へのたよりや住民懇談会、今年度からパブリックコメント制度も導入し、

幅広い市民の意見を市政に反映するよう取り組んでおります。 

２つ目の今後地域情報化につきましては、ネットワークの活用より市民や企業などの間でいろい

ろな連携が推進されていくと考えております。そのため地域公共ネットワークでは、能生ＣＡＴＶ

による地域情報の共有をはじめ防災情報や教育支援、地域交流などのシステムを構築し、行政サー

ビスの展開を推進してまいりたいと考えております。 

２点目の協働によるまちづくりを進めるための市民参加の方法につきましても、広聴活動を通し

て申し上げたもののほか、計画づくりなど政策形成過程における各種アンケートや、審議会などに
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おける市民公募などを展開しております。 

また、市の果たす役割につきましては、市民と行政がお互いの立場や特性を認めながら、共通の

目的や課題解決に向けた取り組み、市民参加の機会の拡充と協働意識の醸成に努めることと考えて

おります。具体的には、まちづくりパワーアップ事業のように市民、団体などが自主的、主体的に

取り組む事業などがあると考えております。 

３つ目の１つ目、効率的な組織体制と総合調整機能ということでは、合併２年目となる今年４月、

行政組織機構の改革を行っております。事業の執行において関連の深い課の連携を高め、より総合

的に施策を展開できるよう３部を設けるとともに、新たな課題へ対応できる課の設置と課の統合な

どのスリム化を図っております。 

市民は何より誠意あるスピーディーな対応を求めていることから、総合的かつ効率的な視点に立

ち市民ニーズも把握する中で、柔軟に対応できるよう今後とも努めてまいります。 

２つ目の職員の意識改革と人材の育成、活用についてでありますが、多様化する市民ニーズ、行

政需要の拡大の一方で、職員定数の削減を進めているところであり、職員一人ひとりの能力アップ

による能率の向上が必要不可欠となります。この対応として、職員研修をはじめ８月から人事考課

制度の試行を開始したところであります。職員の人事育成、資質の向上を図っていくこととしてお

ります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

それでは２回目の質問をさせていただきます。 

まず、市民と行政の情報の共有について、１点目の広報広聴のあり方についてお伺いをしたいと

思います。 

信頼度の高い市政を目指すには、広報広聴が非常に重要であるということは言うまでもないわけ

ですが、昨年の議会でも一般質問をさせていただきましたが、今回は少し視点を変えてご質問をさ

せていただきたいと思います。 

まず、市の広報紙でございますが、非常に読みやすくて、よく編集されているというふうに関心

している点もございますが、一般市民の反応はいかがでございますか。また、発行されるまでの流

れを、簡単に教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

広報いといがわにつきましては、市長のたよりでも見やすくなったというものと、逆に旧市町と



 

－ 242 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

比べて少し見づらいというのとか、それから自分の住んでいる地域の記事が少ないとか、そういう

要望もちょうだいをしてるところであります。 

ただ、新市になりましてから、できるだけ旧１市２町が統一して、一体感を醸成するような形で

今編集作業をしてるということでありまして、各課から記事をちょうだいをしまして、また場合に

よっては現地を取材をしたりして、そういうことで編集をしてるというものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

行政改革の一番大事なことは、住民に対する行政の説明責任だというふうに思ってるわけでござ

いますが、広報によるこの説明責任の方法として、どのような広報スタイルが望ましいか、お伺い

をしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

説明責任というのが、どういう焦点なのかちょっとわかりませんけども、ただ、今行政の中で極

めて重要なものに焦点を絞って特集して記事を出すのと、それからいろんな行事関係、それから市

民の方のいろんな活動も、できるだけ取り入れるというような形で編集をしてるということであり

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ちょっと抽象的なご質問になったかと思うんですが、私、分けるとすればお知らせ型か、あるい

は解説型、問題提起型というふうな分け方もあるんじゃないかと思うんですけども、これからもっ

とやっぱり住民が行動を起こすというふうなことでお願いするならば、問題提起型の編集というも

のを望みたいなというふうに思うんですが、いかがでございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

確かに今の内容的には、お知らせ型が主流になっとると、大半がそういうことかなと思っており

ます。きのう発行しましたけども、交通ネットワークの幹線道路とかということで、そういうもの

については多少問題も提起しながらやってるということでご理解願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

広報活動につきましては、住民への一方通行でなく、やはり先ほど申し上げましたように双方向

にするために、どうした工夫をしたらよいかというふうなことなんですが、前の議会でも広報モニ

ター、それから広報協力員の制度というものをやっぱり設けて、実際に住民の協力や意見をいただ

く窓口なりルールをきちっとした方が、ある意味では広報担当者にとっても非常にやりやすい環境

にならないかなというふうに、私も広報とかそういうものを編集したりした経験からしますと、ぜ

ひそういう制度を確立してあげた方がいいんじゃないかなというふうに思うんですが、いかがでご

ざいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

広報モニター等の広聴になるわけですけども、今現在、広報に関しましては、市長へのたよりと

か住民懇談会で、広報に対する要望なり苦情等もちょうだいをしてます。広報モニターにつきまし

ては、かつての市町で実施した経緯もありますけども、実施しながら、やはりなかなか運営なり協

議ができなかったということで、なくなったところもあります。そういう点も踏まえて、もう少し

研究したいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

じゃあ次に少し細かい点で恐縮なんですけども、市民の声でもありますので、ちょっとお尋ねを

したいと思うんですが、「おしらせばん」の催し物案内なんですけども、直接、市と関係してない

団体や個人のお知らせの掲載基準というのはどのようになっているか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市主催でなくて各団体等の主催のものも要請があれば、できるだけ載せるような形で今やっとる

最中であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 
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非常に結構なことなんですが、見させていただきますと、申し込み、問い合わせ先は個人で、主

催者がはっきりしない催し物で、有料のものが見受けられるわけなんですが、極端なことを言いま

すと、個人の主催で有料であっても掲載をしていただけるのかどうか、もう一度お願いしたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

有料だからといって、即、だめというわけじゃなくて、その催し物等によって、やはり掲載すべ

きものは掲載したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

結構なんですけど、一面では市民の広報であるという広報紙もみんなのものだという観点からす

れば、もちろんそれでいいんですが、ただ、ケースバイケースだと扱う市当局も大変ですし、我々

市民サイドからいっても、非常に透明性の点からいっても問題があるんじゃないかと思いますので、

編集指針とか掲載基準というものをやはり整備して、市民に理解されるような方法でお願いをした

いというふうに考えるわけなんですが、いかがでございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

今現在、有料のものも講演会とかそういうもので、入場料等がそんなに多額なものでないものと

いうことでやっておりますけれども、その辺もう少し基準等をきちんとしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

次に、これはお願いになるんですけども、昨年、市内の地区名、集落入りのマップ、いわゆる地

図を私の方から要望をしておったんですが、予算の関係もありまして、すぐに実現というわけにい

かなかったんですが、今年度つくっていただけるような手はずになっておりますでしょうか。 

これはやはり１市２町が合併をして、実は暮らしのガイドである程度各地区の施設、集落名は載

っているんですが、全部集落名が載ってないんですね。市民からのやっぱり要望もございますので、

そのときお願いした時点では、考えてみたいというふうな話だったんですが、まだ実現はしていな

いようですので、その辺についてお伺いをしたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えいたします。 

今現在、まだそういうものを出すという予定はないところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

もし今年度が無理なら、来年度の予算措置を講じていただきたいというふうに思います。 

次に、ホームページの充実についてでございますが、たびたびいろんな方から一般質問でもご指

摘があるわけですが、ご承知のようにホームページもいろいろ技術的にも変わってきました。市民

と行政はもちろんなんですけど、市民と市民、さらに市外の人たちとの情報の共有というものが、

図れるようなシステムの仕組みもあるわけです。ぜひ今後活用をしていただきたいと思うんですね。

見るだけのホームページから、参加するホームページの時代に入ってきてるというふうなことにな

るわけです。 

私も東京にいる子供に広報紙を広報担当の方から送っていただいておるわけなんですが、ホーム

ページでも随時この広報紙を閲覧したり、引き出せるような方法というのは、いろんな行政で既に

行われているわけなんで、簡単であるわけですのでぜひお願いをしたい。そして反応を寄せていた

だくような仕組みをつくっていただきたいと思うんですが、この点はどうでしょうかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

今現在、ホームページの中のコンテンツと言いますか項目の中には、「広報いといがわ」も、そ

れから「おしせばん」も、一応ホームページの中には入っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それをごらんになった方からの反応を、またいただけるような形にぜひお願いをしたいと思いま

す。 

それから能生地区ではＣＡＴＶの広告放送を今年度スタートさせたわけでございますが、５カ月

間の実績というのはいかがでございますか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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小林能生事務所長。〔能生事務所長 小林 忠君登壇〕 

○能生事務所長（小林 忠君） 

お答えをさせていただきます。 

ただいまの件についてでありますけれども、お話がありましたように４月から有料広告放送を始

めまして、初めてのことでございましたので、まだ周知活動も十分に行き渡ってないという面もあ

るようでございまして、ここまでに延べ２件、そのほかに特定のチャンネルで通販番組を流してお

ります。合わせて延べ３件という形になります。現在のところは、そのようなことであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

いろいろ委員会でも協議した中で、収益を見込む前に、企業、団体の利便を図るというふうな、

そちらの方の大義を優先するような形でのスタートであったんじゃないかと思うんですが、やはり

やるからにはある程度働きかけというものも必要になってくるし、目標設定そのものももうちょっ

と高いところに置いて、利用していただくための努力もお願いをしたいなというふうに思います。 

それから、今年度中にＣＴＩシステムを活用した音声ファクス情報サービスを開始したいという

ことですが、このサービス内容等、具体的にどのように考えておられるのか、お伺いしたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

音声ファクス情報提供システムというサービスを、今年度中に開設したいというふうに現在準備

中であります。というのは、対象としまして２４時間といいますか、休日夜間でも情報があった方

がいいのではないかということ。それから、ホームページですとパソコン関係のものがないとでき

ませんけども、パソコンを所有していない人、それから視覚に障害のある方等を対象にしまして、

できるだけ情報を提供したいということで今回やるものであります。 

内容としましては、電話をかけさせてもらいまして、従前に、こういうものを提供しますよとい

うサービスの提供のメニューにつきましてを、全世帯に配布をさせてもらいたいと思っております。

どういうものかと言いますと、暮らしの関係ということで、例えば税金関係で個人の市民税関係が

どうなったとかそういう情報、細かくそういうものを分類しまして、コンテンツを分類しまして、

一応そういうメニューを全世帯に配布をすると。それで夜間でも休日でも一定の電話のところへか

けるわけですけども、電話をかけますと「ご利用ありがとうございます。こちらは何々です」とい

うことで、どういう情報が必要ですかということで、お答えさせてもらって、そこに四桁の希望の

番号を押してもらうと。そういうことで情報を提供すると、そういうシステムであります。 

詳しいのはこれから、まだ詰める作業をしている最中なんですけども、大まかはそういうことで、

今年度中には、このサービスを開始したいというふうに考えております。 
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以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

非常にまたインターネットと比較して、いろいろいい面もあるわけですので、ぜひお願いをした

いと思うんですが、今おっしゃられた行政サービスの情報メニュー、これにつきましては当然です

が、せっかくのシステムでございますので、市民あるいは各行政区、団体なども活用できる方法と

いうのを、お考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

今現在、このシステムにつきましては、現在のホームページの作成システムの中でやりたいとい

うことで考えてますので、一応各団体等については、そこまでサービスできないんじゃないかと思

っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

いずれにしましても市民の大多数は広報による１次情報で、まず行動を起こすわけでございます

ので、広報のよし悪しというのは非常に大きく市民生活に影響するわけでございますので、充実に

努めていただきたいというふうに思います。 

次に、広聴活動でありますが、いろいろな仕組み、ファクス、メール、ご意見直通便、あるいは

電話、いろいろあるわけでございますが、昨年末ごろでしたか、メールを送って２週間もたつのに

何の返事もない。届いてるか、届いてないかもわからないというふうなことで、どうなっています

かと言うたら、届いているんだけれども、非常に多くのメールをいただいて、返事ができないとい

うことで、返事は後でもいいから、届いてるか届いてないか、遅れるということをきちっと伝えて

いただきたいというふうにお願いしましたところ、その日のうちに連絡をしていただいたそうなん

ですが、今現在は、そのようなことはございませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田企画財政課長。〔企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市長へのたよりに関するもので、メールとかはがきでちょうだいをしております。一度に相当大

量なものが来ますので、できるだけ早く処理するようにということでは、職員と今やっている最中
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であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

一般の会社とか企業では、すぐに対応することは常識でございまして、何の連絡もないというの

は、非常にその方は不思議に思っていたわけですね。市民が市にメールとか、ご意見直通便を送る

というのは、市の皆さんが考えている以上に勇気と緊張感を持って、自分の言ってることが本当に

どうだったんだろうかということで、非常に心配もしてるんですよね、出しながらも、その辺のこ

とをくんで、真摯に対応していただきたいということを、お願いをしたいと思います。 

次に、２点目の今後の地域情報化についてお伺いをしたいんですが、まず、私は行政サービスの

原点というのは、公平、公正で、そして何よりもやさしさが必要だというふうに思っているんです

が、市長さんはいかがでございましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私もそのとおりだととらえておりますが、またさらにそれにプラス透明性も大事だろうと思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

情報通信技術が発達しまして情報量が非常に豊富になって、また、情報をいつでも、どこでも入

手できるという時代になってきているんですが、それに伴って情報先進国では、これによる不平等

とか格差、いわゆるデジタルデバイドが社会現象になって問題化しているというふうに言われてお

るんですが、担当者の方は、この現象をどのようにとらえておられるんでしょうか。 

「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本総務企画部長。 〔総務企画部長 野本忠一郎君登壇〕 

○総務企画部長（野本忠一郎君） 

確かに、いわゆる地域面でのそういった格差もございます。 

それからもう１つは、恐らくそういった意図で申されとるんではないかと思うんですが、いわゆ

るそういった情報機器が使えるか、使えないかというような形での格差も、あるんではないかとい

うふうに思っておりまして、システムを整備するだけでなくて、そういったいわゆる情報弱者の方

への最近言われてるのは、そういった情報お助けマンというような形でのボランティア組織である

とか、そういったようなことも今後考えていく必要があるというふうに認識しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

この情報化の推進に関しましては、このデジタルデバイドを生じさせないよう、すべての人が情

報機器を自由に使いこなせて、情報バリアフリーの実現を目指さなければならないというふうなこ

とを国でも言ってるわけです。 

したがって、今部長さんがお話されましたような形で、そういう観点に立って今後の地域の情報

化を進めていただきたいというふうに思います。 

それでそんな観点から考えますと、地域間の情報通信格差の是正、それから隣接行政との地域連

携、これも国が実は指針の中で言っているんですね。したがって、少なくとも近隣行政とのシステ

ムの連携といいますか、構築がやっぱり必要になってくるんではないかというふうに思うんですが、

糸魚川市を取り巻く各隣接の行政というのは、どういうシステムを導入されているか、お伺いをし

たいと思います。 

「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本総務企画部長。 〔総務企画部長 野本忠一郎君登壇〕 

○総務企画部長（野本忠一郎君） 

近隣というと上越市は１つでございますが、上越市は今は民間といいますか、三セクのＪＣＶが

ＣＡＴＶを展開しております。 

それから富山県の方では県の方針として、情報の配信はケーブルテレビでやるんだという中で、

ケーブルテレビのシステムというふうに聞いております。 

それから長野県小谷村についても、現在ＣＡＴＶを進めるというようなことで、仕事をしてると

いうふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今お話のように、８月に入って十日町の情報化推進会議がＣＡＴＶの導入を決定したと。その背

景には、やっぱり隣接する行政がどういうシステムを構築しているかというふうなことも、大きな

やっぱり原因になっておるようでございます。 

ここの場合はどちらかというと、いろいろ議論があるわけでございますが、ざっくり申し上げま

してＮＴＴとかＪＣＶということの議論だけじゃなくて、両者のよいところを一緒に協調して構築

するというようなことというのは考えられますか。いわゆる特異分野を協調していただくというこ

とです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本総務企画部長。 〔総務企画部長 野本忠一郎君登壇〕 

○総務企画部長（野本忠一郎君） 
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現在いろんな形で提案をしていただいとる段階でございまして、そういうふうに協調できる分野

があるのか、ないのかも含めて、提案が出てきた段階で、もう少し精査させていただきたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

高いとか安いの議論がかなり先行して、いろいろ問題化したわけでございますが、行政の都合だ

けで運用するとなると限界があると思うんですね。したがって、やはり市民なり企業も十分使える

ようなシステム。そして一番最初に申し上げましたように人にやさしい情報システムを実現するた

めに、地域の情報化を考えていただきたいというふうに思います。 

それでは、次に市民と行政の協働によるまちづくりについて、１点目の市民参加の方法について

お伺いしたいと思います。 

まちづくりサポートセンターが設置されておりますが、登録状況と利用状況について、まずお伺

いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

登録件数等は、ちょっと持ち合わせがございませんが、かなり多くの方から登録をいただいてお

りますし、身近に利用できるように、また働きかけをしているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから先ほど市長さんの方から、パワーアップ事業のことに触れられておりましたけども、今

年度予算に対する実績と、今現在受け付け、あるいは今後の見通しということになりますか、どの

ように受けとめていらっしゃるか。 

それから、さらに予算以上にオーバーした場合というのは、この制度は対応を考えていらっしゃ

るものなのかどうか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

予算につきましては１,０００万円の予算を上げておりまして、今現在１５件で５１０万円ほど

支出をしております。それから現在受け付けをしているところが、相談なりに乗ってるところは

８件ありまして、そこで約３６０万円ほど出ますので、残りの残が１４０万円くらいになろうと思

っております。今後、冬季間に入っていくわけでございますので、事業がある程度縮小するかなと
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思っていますが、また新たな事業が出れば、また財政的なものを見ながら、調整をしていかんきゃ

ならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

補助金の額云々じゃなく、協働を進める施策としては非常に有効じゃないかと思うわけでござい

ますし、２０年度以降もぜひ続けていただきたいんですが、このように広く門戸を開けておいても

乗って来ない地区というのもあるわけでございます。したがって、これらはこれで自主自立、いわ

ゆる手を挙げないところはしようがないじゃなくて、これらをまたフォローする、手を挙げないと

ころをフォローする対策というのも、協働のまちづくりを進める上で、考えなければならないこと

にもなるんじゃないかと思うんですが、この辺はいかがでございましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

この制度は自分のところで自主自立を図ったり、あるいは地域の活性化を図るということでの大

きな地域おこしの目的があるわけですので、やはりいろんな行政としても、そこら辺を支援すると

いう形で、いろんな角度から応援していかんきゃならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひお願いをしたいと思います。 

それから、先ほど市長さんの方から各種審議会への参画もということだったんですが、このこと

につきましては公募委員はともかく、行政での人選なんですけども、同じ人が毎回名前を連ね、指

定席化とか、あるいは偏り化しているというご指摘も耳にするわけなんですが、どのような選任基

準で行われているもんなんでしょうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

今、合併に当たりましていろんな計画をつくったり、新たな審議会等を起こしているわけですの

で、その中でたくさんの方からの意見を取り入れたいということで、公募委員なりを設けているわ

けですが、やはりその審議会、あるいはそれぞれの計画の目的に沿った、一般的にはご意見をお聞

きをする中で、その出たものを担当課、あるいは理事者で中を見ながら、人選をさせていただいて

おります。 

今議員ご指摘のように、やはりここ１年間を見てみますと、人数が余り多くないということと、
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何人かが同じ方が出されていることでは、もう少し工夫が必要なのかなという感じも持っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私は当然のことなんですが、選挙で選ばれた市長さんが委嘱する権限があるわけですので、これ

はやっぱり尊重しなきゃならんというふうに思うんですが、片方では市民の声も大切にするという

ことになりますと、細かいことですが、開催日とか時間を市民の皆さんに合わせる工夫ということ

になるんですかね、幅広く人選できるような工夫も必要じゃないかと思うんですが、いかがでござ

いましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

それぞれの審議会、計画の段階での日程調整はして、多くの方が出れるようにしとると思ってま

すが、そのことを心がけていくようにしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

次に、２点目の市の果たすべき役割についてでございますが、市民の自主自立、自己責任という

言葉が飛び交っとるんですが、財政が厳しい折、団体への補助金の見直しとか、減額の方向という

ような話なども随所で聞かれるわけなんですが、今まで補助金をいただいていた団体など、行政を

補完していたというふうなことも事実でありますので、安易にこのような言葉を発して、もう打ち

切られるんじゃないかとか、いろいろこういう懸念を抱かせないように話し合いをよくしていかな

きゃいかんと思いますし、今後とも協働というのは字のごとく、公益を担うパートナーとの関係で

ございますので、補助金を仮に出せないということになれば人材を出すなど、ほかの方法も視野に

入れた考えが必要じゃないかと思うんですが、いかがでございましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

いろんな団体、あるいは活動してる方に補助金等が出てるわけですが、きのうから出てますよう

に、行政改革の中では一部事業の見直し等も話が出ております。やはりそこら辺を見ながらせんき

ゃならんと思っていますが、やはりそれぞれの団体が自主自立、あるいは貢献できるものについて

は、大切にせんきゃならんというふうに思ってますので、そこら辺の内容については、また一つひ

とつ調査するのも必要だし、またその団体等とも話をしながら、急にこちら側から進めることのな
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いようにせんきゃならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

市長、３月議会冒頭の１８年度の施政方針の中で人的支援ということで、一定地域のまとまりご

とに担当職員を決めて、地域へ出向かせるためのチームを庁内につくり、支援体制を整えて地域づ

くり活動を広めていくというふうに明言をされておるんですが、現在どのように行っているのか、

お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

そのようなことでお話をして、庁内の中でも検討してきましたが、なかなか担当制というような

ものが現実に難しいということから、地域づくり室が窓口になり、あるいは能生事務所、青海事務

所が窓口になって、それらを対応していくというのが今現状の考えであります。市長からも指示を

いただいておりますが、中身についてはもう少し、地元とどうやってつながりを持てるかというこ

とを考えながら、少し検討していきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私は市長の施政方針に賛成、同感なんですけども、この協働によるまちづくりを考えた場合、さ

らに一歩進めて、地域担当職員制度というものをつくったらどうかなということさえ感じておるん

ですが、いかがでございましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

旧糸魚川市のときに、そういう担当制をつくりましたが、やはり地域のバランス、あるいは担当

者がなかなかうまく地元と接点が取れなかったり、いろいろな問題点もあったわけでありまして、

そこら辺のネックがありまして、なかなか市長の指示のもとに動けないのが状況かなというふうに

思っています。 

そんなことから、各地域の自治区等との窓口を、まず地域づくり室として、そこら辺の中を精査

する中で、議員の言うことが前進するように、また検討していきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 
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○４番（渡辺重雄君） 

いろいろなことのリスクなり弊害等も、新しい制度になればあると思うんですが、私はこの市の

果たすべき役割の中で、協働を担うことのできる職員というものを、まずきちっとつくっていただ

かないと、難しい問題じゃないかなというふうに思いますので、その辺、ぜひお願いをしたいと思

います。 

次に、市民ニーズと時代をとらえた組織づくりと職員の意識改革についてに入りますが、１点目

の効率的な組織体制と総合調整機能についてお伺いをしたいと思うんですが、最近、ワンストップ

サービスという言葉をよく耳にするわけですが、糸魚川市も１カ所の窓口で、すべての用が済むよ

うになっておるんでしょうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

なるべくそのようなことを心がけておりますが、やはり来られる方が専門的なものが入ったり、

いろんなことから複数にまたがるものがありますので、１カ所でそれらをこなすというのは、なか

なか難しいかなというふうに思っております。 

ですが１階の窓口でほかの課のところの相談があれば、そこの下の方にほかのところの担当者が、

その場へ出向いて対応するようにということでの話をさせてもらっているのが、現状かなと思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

職員の対応についてでございますが、２点ほど事例を挙げさせていただきたいんですが、まず

１点目、市民のお尋ねに対して、最初に受けた職員ができないと答えた。困ってその方は他の係に

も再度同じことをお尋ねしたと。そしたらできるということだったと。 

２点目、国や県の情報が「おしらせばん」に掲載されていたので、お聞きすればわからないので

調べてご連絡いたしますというふうに答えられた。しかしながら連絡がなく、期限が来たので、や

むを得ず国の方へ照会し、直接掛け合ったところ、何とか可能になったというような話もあります。 

常にそうだということじゃないんですが、そういう話もお聞きしておりますが、これを聞いたと

きに、最初の話だけで納得したり引き下がったんでは、大きなマイナスになり、損害をこうむると

いうことにもつながるわけですので、この辺のことについては、どのようにとらえておりますでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

その内容等にもよると思いますが、やはり１つの係の中で若い職員もおるし、ベテランの職員も
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おるんだろうと思ってますので、その中での対応で幅の広い知識を持っておれば、ある程度答えら

れたものが、その人が若かったものだから、答えられなかったというのがあるのかなというふうに

思っていますが、そういうことのないように、また広い視野を持つように、努めんきゃならんとい

うふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

栗林助役。 〔助役 栗林雅博君登壇〕 

○助役（栗林雅博君） 

大変まずい現象だというふうに思っております。それで職員にもいろいろな研修の制度を通じて、

制度には必ず幅があるはずだと。だから職員がしっかり勉強して、その幅の限度というものを認識

をして、市民の問いに対して間違いのないような回答をするようにということをやっております。

ですから、こういったことについては職員の勉強不足から、こういう現象が出たんだろうと、こう

思っております。ですから、今後はそんなことのないように、やはり管理職が中心になって職員の

育成に当たってまいりたいと。大変まずい現象だと感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひそのようにお願いをしたいと思います。 

次に、きのうの伊藤議員のご質問とも関連するんですけども、行政改革の実施計画も出されてお

りますが、要は実践だということに尽きるわけなんですが、このチェックをどのようにするか。い

わゆる６カ月で点検し、１年ごとでローリングで見直しをするというお話であったわけですが、継

続的な改善をということで、確実に進めるためにもチェックをする専門部署を設けて、目標を確実

にクリアできるように、経過を年度途中でも常にチェックできるような、それから指導できるよう

な体制というものをつくられたらいかがなんじゃないかと。 

今、人員に少し余裕のある時期でございますので、ぜひこの行政改革が定着するまでで結構なん

ですが、そういう対応はできないもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

きのうも伊藤議員の方からスピーディーに、一つひとつ何をどうして、いつまでと、こういうこ

とをはっきり手法を持ちながら、やれということも指摘を受けております。 

議員からお話のありましたように、６カ月に一度ずつチェックをしながらいくということで話を

しておりますが、そのことをしっかりチェックしながらいくことと、今お話のありましたようにど

なたか、今の場合は総務課と企画財政課が主にチェックをし、それぞれの部会の中で話をし、最終

的には本部の方に上がっていくわけですが、そこまでするとまた時間もかかるだろうし、手ぬるく

なるんだろうと思ってますので、今のご提言につきましては専門的な話、あるいは集中的に管理す
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るという面では、やはり早く進めたり、あるいはその目標をはっきり進めるということでは、いい

提案だと思ってますので、早急に理事者と話をしてみたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

行政改革の問題だけじゃなくて、ほかの計画も順次整備されておるわけなんですが、これらも含

めてチェックをできる専門的なＧメンと言いますか、そういう部署があればそれぞれが緊張感が出

て、真剣にやるんじゃないかというふうに思いますので、ぜひお願いをしたいと思います。 

次に、２点目の職員の意識改革と人材の育成、活用についてお伺いをしたいと思います。 

今、行政に求められているものとして、ホスピタリティーの向上とか、あるいは行政速度の向上、

情報発信度の向上というふうなことが求められておるわけなんですが、これは組織全体にも言える

ことなんですが、職員個々にも求められていると思うわけでございますので、その辺はいかが認識

をされていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

新しい市になりまして、やはり職員に期待する市民の声も多くあるわけですので、やはりそれに

応えるには、職員一人ひとりが研鑽をすることが大切だと思っております。 

そんなことから合併以降、助役を講師にしたり、あるいは課長職が講師になったり、いろんな角

度から研修を行ったりしておりまして、引き続きそれらのことを行いながら、職員一人ひとりがそ

れらに応えるように、努めていくようにまたしたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

自主自立を市民や外に求めるという前に、まず、職員の自主自立をお願いしたいところでござい

ます。既に研修を積んで、勉強を積んでおられるということなんですが。お願いしたいのは、市民

と遊離していたんでは、勉強してても問題が解決しないわけですので、市民の要求はどこにあるか

というのをキャッチする能力と、先ほど挙げました３つの向上を、実際に頭で考えるよりも、民間

の体験を積んでいただくというふうなことの方が早いんじゃないかと思うんですが、この辺のとこ

ろはいかがでございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

どちらかというと、いろんなことでは政策的な立案能力がないとか、新たな法整備的なものが欠
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けてるとか、あるいは企画力が少ないとかということのご意見を聞いておりますので、それらのこ

とについて、ことしは重点的に職員の中央への派遣等をしながら努めております。 

また、民間のことについてのご提言もありましたが、昨年、地元の大企業のところに職員が行っ

て研修したこともありますが、やはり行政の中でわからない、民間が持っているものというのは、

非常にあるということは認識をしておりますので、機会をとらえて努めていきたいというふうに思

っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

昨年、政務調査で、長野県の下条村へ訪れたんですが、ここの村は少子化対策で全国的にも評価

の高いところだったんですけども、ここでは職員全員を民間企業へ１カ月出して研修をしてもらっ

て、非常に効果を上げてると。そして他の自治体に比べて、その職員数を極端に減らして、この忙

しさと緊張感の中で一生懸命仕事をされていると。浮いた財政で少子化対策をしていると。どこか

でお金を生み出さなきゃいけないわけですから、そういう苦労、努力をして、少子化対策に成功し

ているというふうな話を聞いたんですが、ここのキーワードは、やはり私は民間へ体験による研修

をした成果が非常に大きいというふうに感じてきたんですが、再度、そのような事例を考えたとき

に、当市ではどうかなというふうに思うんですが、もう一度お願いしたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

私事であれですが、４０歳代のころに地元のガソリンスタンドに１週間、役所から派遣というこ

とで研修に行かせてもらいました。やはり民間というのは非常に厳しいものがあるなということと、

やはりその日、その日に、即判断をしなきゃならんということでは、非常に知識を得る機会を与え

ていただいたなというふうに喜んでおりますが、今議員のご提案については、少し中で検討をして

みたいなと。人員、あるいはそれぞれの体制、いろんな角度から見て、やっぱり企業から得るもの

というのは、これまでの議会の中でも、そのようなことを言われてきておりますので、少し前向き

に検討してみたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから職員の削減計画と並行しまして、今いる余剰人員と言うと非常に失礼に当たるかもしれ

ませんが、この活用方法をきちっとする必要があると思います。そんなことはないと思いますが、

ただ単に各課へ配置するんではなく、合併当初だからこそ、ここに力が必要だというところに投入

をしていただいて、削減計画が終了するときには、通常の状態にもっていくというようなことで、

特にその辺に力を入れていただきたいというふうに思うんですが、いかがでございますか。 



 

－ 258 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

職員の定数管理につきましては、それぞれ行革等で委員会、あるいは議会の方にお話をしてきて

おります。１０月ごろまでに、一定の各課の割り振り人員を定めていきたいということを話をして

きておりますので、それらの中で、当然人員というものがはっきり出てくると思ってますので、そ

れらをどうするかということはさらに精査をし、より早く目標を達成するように努めんきゃならん

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

情報化社会におきましては、経営資源は、人・物・金と言われていた中に、情報と時間というも

のが入ってきたと言われとるわけなんですが、その中でも人というのは、この経営資源を生かした

り殺したりということで、人というのは非常に大事な位置づけをもちろんしておるわけでございま

すので、職員の意識改革と人材の育成というのは非常に重要になると思います。 

最後に一般論として、行政や公務員の無謬性の原則というのは、これは意識改革と行政改革を妨

げている一因ではないかというようなことを記事で見たことがあるんですが、市としましては、こ

のことについてどのようにとらえておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本総務企画部長。 〔総務企画部長 野本忠一郎君登壇〕 

○総務企画部長（野本忠一郎君） 

いわゆる行革等への取り組みに対してやる気がないとか、そんなようなことをおっしゃっている

んだろうと思っております。確かに１つの組織の中で大きくなればなるほど、そういった傾向が出

てくることは、いろんな組織から言えることでございます。 

ただ、今回もこのような形で行革を進めておるわけでございまして、特に合併後ということで、

職員もいろんな仕事の中では、いろんな戸惑いもある中での取り組みでございます。行政として、

そういうのが一般的だと言われないように、一生懸命に取り組まんきゃいかんと思っておりますの

で、またいろんなことで行革に対してご意見をいただきたいと思います。 

それから、行革ということで、すべてについていろんなことの議論がなされておるわけでござい

ますが、やはりそういった面では、もう少し集中的にやっていかないと、この行革自体といったも

のも広げるだけ広げてという形では、うまくいかないのではないかなというような感じを持ってい

るところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 
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○４番（渡辺重雄君） 

きょうは市民と行政のつながりについて質問をさせていただいたわけでございますが、市民に信

頼感と満足感を与えられる行政を期待をしておるわけでございます。そのためにも職員の意識と行

動の改革を行っていただいて、よい意味で市民に対し対応が変わったと思われるような形をお願い

をしたいと思います。 

以上で、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

ここで昼食時限のため１時１５分まで休憩といたします。 

 

〈午後０時１１分 休憩〉 

 

〈午後１時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、畑野久一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 〔２６番 畑野久一君登壇〕 

○２６番（畑野久一君） 

新政会クラブの畑野でございます。 

事前に提出いたしました通告書に基づきまして、私はこの機会に次の３点についてお聞きするも

のでございます。 

１つは、高齢者に重い税制改正と市民の苦情について、２つ目は、合併に伴う未調整項目の検討

状況について、３つ目が、北アルプス塩の道ルートが日本風景街道として国土交通省の支援を受け

ることについての３点についてでございます。 

最初に、高齢者に重い税制改正と市民の苦情についてでございますが、平成１７年４月１日、当

市は１８年４月１日のデータがあるんですが、県、国と比較のために１年さかのぼりますが、

６５歳以上の人が３０.１％、新潟県は２３.７％、日本国全体では２０.０％、こういう数字にな

っております。約５万人の人口ですから、３０.１％という数字は１万５,４１７名が、当市におけ

る６５歳以上の方だということになるわけでございます。当市にとりましては、非常に大きい課題

と言えると思います。 

２つ目の本件についてのかかわりでございますが、本来、税制の問題は、国の問題ではございま

すけれども、私がここで申し上げます元は税制であって、それに基づいて国保税、あるいは介護保

険料等が重たくなったと、こういうことを申し上げたいので、あえて高齢者の市民の生活をしっか

りと守るのは、地方自治体の大きな課題であるということで、このたび一般質問をさせていただく

ものでございます。 
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もう１つの理由は、私も２４年にわたる議員生活をやらせていただいとるんですが、今回のこの

税制改正に伴っての国保税、あるいは介護保険料等が大変重たくなったと。これはどうしたんだろ

う、間違っとるんじゃないかと、こういう苦情、問い合わせを、これほど私自身多く受けたことは

ない。聞いてみますと同僚議員も、ほとんどの人はそういう苦情を市民からお受けしとる。また、

調べてみますと近隣の市町村でも、大変多くの苦情、抗議を申し出ていると。 

こういうようなことから、私はこの機会に高齢者に重い税制改正と市民の苦情ということで、 

(1) 高齢者の住民税、国保税、介護保険料負担増に伴う市民の苦情の実態をお伺いしたい。 

(2) 市民への説明体制が不十分との声が多いことに対する市長のお考えをお聞かせいただきた

い。 

(3) 負担増に伴い、いわゆる施設から在宅介護へ切りかえるということが、全国的に出ている

というお話もあるわけですが、当市でそのことはあるかないか、そのことをお聞かせいただ

きたい。 

(4) この住民税が従来の非課税から控除がなくなる、圧縮されることによって、今度は課税対

象になった。それをもとに国保税、介護保険料が決められるもんですから、そういうことの

ほかに今後、医療制度の大変厳しい改正がもう既に始まっておるわけなんで、これから

６５歳以上の高齢者は、税の負担と医療の不安に直面せざるを得ない。こういうことに対し

て市長は、高齢者へのどういう取り組み、配慮をなさるのか。このことをお聞かせいただき

たいわけでございます。 

２点目の合併に伴う未調整事項の問題でございますが、合併して既に１年半経過いたしました。

今回の一般質問で、初日に同僚の斉藤議員が消防団の取り扱い、昨日は野本議員が市民法人税の問

題、私はきょうは細かい問題を若干、未調整事項としてお聞きするわけでございます。 

旧糸魚川の時代、平成１５年１２月３日に、私たち同僚議員、たしか４名ばかりだったと思うん

ですが、政務調査で千曲市へ合併の調査に行ったわけでございます。そこは全国的な合併より１年

半早く、１５年９月１日で合併しておりまして、かつての更埴市に戸倉町に上山田町が合併して千

曲市になったわけでございます。なぜそこへお伺いしたかと言うと、長野県の県の職員を、恐らく

県下の一番のトップバッターとしての合併市ということで派遣したんだと思いますが、既に４、

５年、県から更埴市へ派遣された課長補佐からお聞かせいただいた記憶に残る言葉があるんですが、

「合併前半年、合併後半年、まさに前後１年は合併モードで日々市民から、あるいは国・県からの

いろいろの課題があるけれども、なかなか現実問題としては対応できないと。さりとて合併して半

年以上たって、まだ合併だ何だかんだと言ってたんでは新市はなかなかできない。この辺を十分念

頭に置いて糸魚川市でも合併問題に取り組んでいただきたい」と、こういうお言葉をいただいたの

が頭にあって、今回質問するわけでございますが。 

やはりこのたびの総合計画を８月３日ですか、審議会の会長から米田市長への答申に当たり、た

しか６項目の総合計画はもちろんだけれども、特に、ここと、ここと、ここの部分に力点を置いて

取り組んでいただきたいと、こういう文書があったわけなんですが、その１番は、やはり新市の一

体感の醸成ということであったわけだと思います。これは皆さんご承知のとおりでございます。 

そういうことを考えますならば、やはり合併協議会のとき、５年間の間に何とか方向性を打ち出

したいとか、あるいは統一したいと、あるいはつくり上げたいということで、合併協議会で話し合
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っても、いざ合併したらできるだけ早く一本化した中で、新しい糸魚川市としての体制を整えると

同時に、市民がそのもとで新しいまちづくりに取り組む、こういう体制が必要なんでないか。そう

いう視点から、未調整項目として私が見ております、 

(1) 市の花、市の木の制定について、どのような検討と見込みになっておるのか。 

(2) 市民憲章の制定は、どのような今取り扱いになっているのか。 

(3) 行政区と嘱託員制度について、どのようになっているのか。 

(4) 料金問題で、下水道料金を早く統一すべきということになっているんですが、検討はどう

か。この辺をお聞きしたいわけでございます。 

最後の３点目の北アルプス塩の道ルートが、日本風景街道として国交省の支援を受けることにつ

いてでございますが、私自身もそう思いますし、かつてよく言葉で出るんですが、日本の北アルプ

スは、まさに世界に冠たる観光資源だと、私もそう思っております。ましてや、これから比較的遅

れていた東南アジアの国民の皆さんの所得が上がった場合には、やはり海外旅行。海外旅行で何を

日本に求めるかというと、雪と温泉ではないかと。それらを持ち合わせるのは北アルプスであると。

そういうことと、７年か８年後に北陸新幹線の糸魚川駅が開業した場合に、この北アルプスの北の

玄関口に当たるのは糸魚川駅ではないかと。こういうことを考えますならば、この種のテーマとい

うのは、当市にとりましても大変重要だと、このように考えておりますし、また、この問題だけで

はなく、かねがね北アルプス、あるいは姫川流域を通じた当市、小谷、白馬、あるいは大町等の行

政の共通課題が多々あるわけなんで、この辺についての今後の取り組み体制について、市長はどう

お考えか。この辺をお聞かせいただきたいわけでございます。具体的には、 

(1) 国交省への応募に当たっての当地域の対応について伺いたい。 

(2) 国交省の具体的にはどういう支援があるのか、お聞かせいただきたい。 

(3) 近接市村との今後の連携についてお伺いしたい。こういうことでございます。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

畑野議員のご質問にお答えいたします。 

１点目のご質問でありますが、苦情の件数といたしましては、住民税、国保税に関する問い合わ

せ全体といたしまして、おおよそ３００件程度と見ております。主な内容は、税額の増減に関する

もの、所得や各種控除など課税内容を照会するものでありました。 

また、介護保険料についても同様であり、主なものは３年周期の見直しや、税制改正による保険

料増に対する照会でありました。 

２点目の説明でありますが、税制改正や料金改定の説明は、申告の機会や老人クラブ等各種会合

をはじめ、「おしらせばん」の特集記事などにより周知に努めてまいりました。 

前段申し上げましたように照会はありましたが、いずれも説明をいたし、ご理解いただいたとこ

ろであります。 

３点目の在宅への切りかえにつきましては、経済的な理由により、市内の施設から要介護者１名
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が在宅介護に移行したことを把握いたしております。 

４点目の施策でありますが、経済的支援策といたしまして、介護保険制度では負担が高額となっ

た場合の還付や、低所得者への負担軽減などの制度があります。また、配食サービスなど幾つかの

市独自の生活支援事業も実施いたしております。 

２番目の合併に伴う未調整項目の検討状況のうち１点目と２点目、市民憲章及び市の木、市の花

の制定につきましては、現在、市民憲章等検討委員会を開催し、制定の意義、方向性などについて

検討を進めており、年度末までに委員会の意見を取りまとめていただくことにいたしております。 

３点目の行政区につきましては、当面は現行制度を継続し、住民の意向を踏まえ、数年をかけて

調整することといたしており、昨年度の地域審議会において現行の制度について説明し、意見を求

めたところであります。 

また、公民館制度とも関連することから、教育委員会では今後の公民館制度のあり方について検

討を進めており、一定の方針案がまとまった段階で、自治会制度のあり方を調整を図った上で、市

の方針を決めたいと考えております。 

嘱託員制度につきましては、制度のなかった旧青海町についても、本年４月から１６名の嘱託員

を委嘱し、市内一律の制度にいたしております。 

４点目の下水道の料金体系につきましては、基本料金は統一されておりますが、超過料金などに

ばらつきがあることから、５年以内に統一する方向で調整を図るとされております。 

下水道事業については一般会計からの繰入金が大きな割合を占めていることから、現在、長期財

政計画及び調整整備計画を策定しており、これらの中で料金改定を含めた料金の統一を図りたいと

考えております。 

次に、３番目の日本風景街道についてでありますが、１点目の応募に当たっての対応につきまし

ては、本年２月９日に国土交通省北陸地方整備局主催の説明会が行われた後、今後の進め方につい

て協議をするとともに、２月２０日には長野県大町建設事務所主催の大北地域の打ち合わせ会にも

参加いたしております。また、３月１１日には、応募主体であるアルプス塩の道交流会議が行われ、

塩の道ルートについては、新潟県側と長野県側を１つのルートといたして応募することとなりまし

た。当市も本事業を推進するための構成団体の一員として参画いたしております。 

２点目の支援策の内容につきましては、当初、２０件程度のモデルルートを選定し、活動内容に

応じて事業の２分の１を補助することとされておりましたが、応募のあった全７２団体が支援され

ることになったため、支援内容につきましては、今後検討されることになっております。 

３点目の今後の連携方針につきましては、現在、沿線の自治体で当市のほか大町市、塩尻市、白

馬村、小谷村がアルプス塩の道交流会議に参画をいたしており、民間の取り組みをサポートすると

ともに、共通認識であります塩の道地域の美しい景観の形成、塩の道とその沿線地域の情報発信な

どを図るべく、取り組んでまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 
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２回目の質問に入ります。 

高齢者、具体的には６５歳以上に重い税制改正ということでございますが、冒頭申し上げました

ように当市は３０.１％、こういう数字でありまして、１万５,４１７名の方というのは、５万人で

すから大体そうなりますね。ただ、私が申し上げたいのは、１万５,４００人という数字がいかに

重いかということを、皆さんがもっともっと実感としてしっかり受けとめる必要があるんじゃない

か、このように考えております。 

市長、１万５,８２４という数字はご承知おきですね。これは昨年４月の市長選挙のとき米田市

長が、一生懸命頑張って当選されたときの得票数なんです、１万５,８２４、ほぼそれに匹敵する、

昨年４月１日ですかね、１万５,４１７名という６５歳以上の方が当市にいらっしゃるんです。で

すから６５歳以上の人が全員投票して、ある人に集中しますと、市長の座すら不可能でないという

数字になりますし、また、市会議員だって３０名おって、平均１,０００票でも半数は獲得できる。

これほどのお年寄りの人たちの存在感というものがあるということを、やはり行政においても認識

する必要があるんじゃないかと、このように考えておるわけでございます。 

それで議長にご了解いただきたいんですが、税制というのは、なかなか言葉では難しいもんです

から、私は資料をちょっとつくってきたんで、これでご説明させてもらいたいんですが、後ろの方

はこれを見てください、中身は同じですから。 

住民税、国保税、介護保険料、三重の負担増ということで、ここに書いてありますのは年金受給

者、住民税の主な控除額、これは６５歳以上で連れ合いが老人配偶者控除を受けられるという人の

ケースなんですが、昨年までは公的年金等の控除は１４０万円だった。ところが、これが２０万円

カットされたんですよね。それから基礎控除の３３万円は、ことしもそのまま引き継いどる。それ

から老人配偶者控除の３８万円もそのまま。問題の大きいのは老齢者控除４８万円が、ことし控除

対象から外れたんですよね。そうすると、それ以上の所得に対しては、もちろん課税される。同じ

年金者で６５歳の人が、昨年と同じ年金であっても公的年金等の控除が１４０万円から１２０万円、

２０万円カットされた、圧縮された。それから老齢者控除が４８万円まるまるなくなった。６８万

円分が昨年までは控除だったけど、今度は課税対象になった。こういうことで、いわゆる今度は住

民税がかかってくる人がふえたと思うんです。住民税が課税対象か非課税かによって、国保税と介

護保険料は相当変わるんですよね。その三重苦に６５歳以上の高齢者が大変苦しみ、悩んどると。

このことに対して、これは税制ですから特に控除を圧縮とかなくすのは、これは内閣総理大臣に文

句を言うよりしようがないんですが、私は米田市長にどうこうと言えません。しかし、これがベー

スになって介護保険料、あるいは国民健康保険税が決められておるもんですから、大変市民の

６５歳以上の皆さんが苦しい状況に追い込まれてますよと、このことを申し上げたいわけでござい

ます。 

先ほど市長は約３００件ということで、やっぱりそんなもんかなと思うんですが、私の調べた魚

津市が４万６,０００人で、約１カ月間で４００件近い苦情、しまいにはもう介護保険の厄介にな

らんでもいいというぐらいの極論があったらしいですね。それから砺波市が４万９,０００人で、

２０日間で３５１件の問い合わせがあったと。これほど税制改正と、それに伴う国保税、介護保険

料の改正が住民の大変な負担になっとると、こういうことを申し上げざるを得ないわけです。 
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魚津市では、この税制改正に伴う改正によって、介護保険料が倍増になった人が２,０００人い

るというんですが、当市はどれくらいいらっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

税制改正によっての介護保険料の影響というご質問でございますが、介護保険の算定につきまし

ては、税金のランクによりまして、それぞれ介護保険料が定められております。増税になっても、

そのランクの中で動かなかった方は、もちろん介護保険料そのものが第３期で見直しになっており

ますので、それによった料金は納めてもらいますが、ランクが変わった方がどれだけおられるかと

いうデータを抑えておりますので、ちょっとお話をさせてもらいたいと思いますが。 

○２６番（畑野久一君） 

いやいや、倍増になった人はどれぐらいかと、答えられないなら答えられないで言ってください

よ。 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

倍増というデータは、ちょっと抑えておりません。申しわけございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

今度はよく調べといてくださいね。これはやっぱりどれほど住民の負担になっとるかというひと

つのデータですよ。 

それで、その次に質問しようとしたのは、今所長の言おうとしたところなんですよ。認定の所得

の階層、今まで１から５だったが、今度は１から６になったんですかね。事務報告書の１４５ペー

ジを見ますと１から５段階あるけど、１というのは１万５,５００人ばかりうち７０人ぐらい、ほ

とんどゼロに等しいんですね。しかし、第２段階が５,２００名ということで３３.５％、第３段階

が７,４４１名ということで４９.７％、ほとんどなんです。第４、第５というのは１１％、あるい

は７％弱しかいないんですね。これがどうなったんですか。結構上の方へ移動したんじゃないかな

と思いますが、その辺をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

これも増減のデータしか今ちょっと手元にございませんので恐縮でありますが、従来のところよ

りも１段階上がった方が約８％ございます。今までの納付の段階から、税制改正によって課税の段

階が１段階上がった方ですね、それが８％おいでになられます。それから２段階上がった方が約

７％、いずれも端数省略でございますが、約７％。それから３段階上昇の方が０.１～２％ぐらい

かなというふうなデータを、一応把握をいたしております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

私も６５歳になりましたんで、今回通知をもらったんですよ。こういう通知で、小さくてわかり

づらいですよ。私は結論は、それを言いたいんですよ。 

これを見ますと激変緩和措置対象者がいらっしゃるということなんですね。急に上がって大変だ

ろうからということで、３年間で本来に戻ってくる。じゃあ激変緩和対象者は１万５,５００人の

うち何名ぐらいいらっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

激変緩和につきましても１段階上がった方、２段階上がった方、それぞれおいでになりますが、

総合計で申し上げますと２,３３８人という数字になっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

私はもう少し多いんじゃないかなと思うんですが、それにしても２,０００名を超す方々が激変

緩和措置を受けるということは、いかに今回の税制改正に伴う介護保険料等の引き上げというのが

大きいものかということを、如実にあらわしとると思います。 

それで在宅介護への問題ですね。これは特養とか、そういうところへ入っとっても、昨年の

１０月からは介護関係、今度は医療保険ですか、１０月から食費と居住費が自己負担になるんです

ね。従来６万円ないし弱だったのが９万円ぐらいになるんですよね、あるいはなっとる人がいるわ

けですね。 

私たち新政会で８月１５日に情報を出したんですよ。そのとき、これから医療制度の改革によっ

てどんどん重たくなりますよと。そしたらやっぱり深刻な問い合わせが来たんですよ。今まで６万

円弱だったけれども、食費と居住費で３万円足して今度は９万円になると。これを払うと、これは

女性なんですが、残り自分は３万円しかないと。これを見ますと月１１～１２万円というと、旦那

さんの年金を半分もらってる層かなと思うんですが、そこから今度は管理費、それから病院へちょ

こちょこ通ってるらしいんですね、施設へ入ってますけど、その医療費。あるいは日常生きていく

ために多少の衣料等を買うと、とてもじゃないが生きていかれんという深刻な問い合わせがあって、

ぜひ私たち議員に会わせてくださいと。 

ところが我々は一般質問ですから、昼間会えないんですね、この一般質問があした終わったらお

会いして、生の声を聞きますということになっとるんで、今後の中でまた参考にしたいんですが、

非常に身近にも税制改正と国保、介護保険料の改正、それから医療保険の改正によって、身近なと

ころで生活苦に追い込まれている人が多いっていうことを、ひとつ認識していただきたいわけでご
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ざいます。 

先般、ある新聞に載ったんですが、３０都道府県で既に１,３００人を超える人が退所せざるを

得なくなっていると、こういうことのデータがあるんですね。ただ、それが金を払えるか、払えな

いかはともかくといたしまして、現実にそういう事象が起きとるということだけご理解いただきた

い。 

この上に、ことしの１０月から現役並みの所得がある高齢者の自己負担が２割から３割、これは

大きいですよ。それから療養病床の人たちが、先ほど申し上げましたように食費と居住費が上がる

と。それから２年後の４月より７０歳から７４歳、高齢者の負担が１割から２割になる、これも大

きいですよ。 

医療制度、これからさらにどんどん高齢者の負担が重くなってくると。こういうことになっとる

から、要は私が申し上げたいのは、やっぱり行政の皆さんが、私自身もこういうのをもらって、あ

るいはこれは納めろというあれですよ。市民の当事者の目線に立って説明の資料、あるいは説明の

場をつくると同時に、どうしても午前中やほかの質問者にもありましたように、行政は縦割りの域

を出たがらないんですね。 

そこで私も今回期待しとったんですけど、小林部長は１階の長ですよ。そうであれば徴税するの

も、介護保険も、国民健康保険もすべて小林部長の所管なんですよね。そうであれば、国の税制が

こういうことになったんで、その国の税制に伴って介護保険、あるいは国民健康保険税がこうなり

ますと。ある程度系統的な、しかもわかりやすい市民への説明をすべきだと、努力をしていただき

たいという気持ちなんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

ただいまの畑野議員がご指摘のとおり、確かにご本人にとっては非常に制度的なものから始めま

して、説明不足の部分もあったかと思います。確かに私、市の方で受け付けました苦情、問い合わ

せにつきましては、詳細な内容ということでは把握しておりませんけれども、議員の皆様方がいろ

んな地域の方から、そういった苦情をお聞きしたということであれば、私どもに対する苦情、ある

いはその問い合わせ等は、若干ニュアンスが違っているものもあったのかなというふうに、ただい

ま認識させていただきました。 

市民の方に対してのご説明につきましては、今後、ただいまのご指摘等を踏まえまして、よりわ

かりやすいもの、あるいは文書で説明がどうしてもご理解できないようであれば、地区に出向いて

の説明等要望があった段階で、順次対応していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

わかりました。努力してください。 
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文書では、特に税制や制度改正というのは、なかなかわかりづらいですよ。私でさえこの程度は

考えつくんですよ。やっぱりこういうものをある程度含めながら、該当者の皆さんに、ああ、そう

であればやむを得ない、しかしこうあってほしいとかという。納得いかなくても、ある程度理解で

きるような説明資料等を、やっぱり創意工夫をやるべきだと。 

話はちょっと違いますけども、下水道の例ですけど、私は下早川での説明会のときやなんかは、

どうもただ文書とか言葉だけが走っとるんですね。住民の皆さんの目線に立って、いかに理解して

もらうか。円グラフにして説明したらどうですかと、やっぱりやったらその後一つも出ないんです

よ。そういう工夫を、総務課長、どうして職員にもっともっと徹底しないんか。私は日ごろそうい

うことを常に思っておるんですよ。やっぱり言葉での説明、文書による説明というのは限界がある

と思うんですね。ぜひひとつ、今後検討してください。 

時間がないですから、次へいきます。未調整の問題、これは今市長からお聞きしますと、検討委

員会で今検討を進めていて、年度末というんだけど、これしかし市長、年度ぐらいに早く決着つけ

て、やっぱり新年度予算の中に、例えばいろんな広報とか市民憲章やなんか飾るというのは、金も

かかるわけですよ。私は特に市民憲章なんかはもっともっと急いで、本来は合併する前、合併する

前にできなかったら１年ぐらいでつくって、それを５万人市民が、そこに心を１つに合わせて新し

いまちづくりに進むんだという体制、それが一体感の醸成だと思うんですね。 

そういうことからして、行政というのは時間がかかるんかなと思いますが、あんまり年度末なん

て悠長なことを言わないで、ぜひひとつピッチを上げられるものは上げていただいて、年内ぐらい

に方向づけをして、新年度の予算に絡み合わせていただきたいと。このことを申し上げて、次に移

らせてもらいます。 

日本風景街道、これ私もちょっと新聞記事の知識しかないんですが、国交省が募集したところ

７２ルートがあって、それだけだったら外すわけにはいかん、全部一応採用しようということにな

ったんだそうですが、そのうちの約半分の３３ルートを重点的に取り扱うということになっとると

いうんですが、この北アルプス塩の道ルートというのは、３３ルートには残念ながら外れちゃっと

るんですね。その辺を確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰建設課長。〔建設課長 神喰重信君登壇〕 

○建設課長（神喰重信君） 

お答えいたします。 

５月９日に、２回目の日本風景街道の戦略会議というのが中央で開かれておりまして、この中で

全ルート、７２団体を採用するということで決まったわけでございまして、実は昨日、きょうと現

地の調査を、中央から地元を当然含めてでございますが調査をしておりまして、この中で、この調

査結果を待って、日本風景街道とする条件をもう少し詰めていきたいというようなことで、まだ具

体的に絞り込みの話は来ておりません。今後ということで説明を受けております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 



 

－ 268 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

そうですか。私が見た新聞だと、７２のうち３３ルートを中心に現地視察やヒアリングを行い、

支援の具体策を検討すると。現地視察を今当市でやっとるということは、じゃあその３３の中へ入

る可能性もまだ秘めとると、こういう解釈でいいわけですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰建設課長。〔建設課長 神喰重信君登壇〕 

○建設課長（神喰重信君） 

お答えいたします。 

そのとおりでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ぜひ期待したいわけですが、このときの情報だと看板とか電柱の撤去、あるいは標識を統一する

とか、ロゴを作成するとか、こういうのをとりあえず考えとるというようなことであって、まだ国

交省も具体策は、その５月の段階でははっきりしてなかったんですが、私はこの項の結論を、市長、

こういうことを申し上げたいんですよ。 

冒頭申し上げたんですが、今でもありますが、かつて上越の２２市町村で、上越地方振興協議会

というのがあったですね。上越共通のあらゆる政策課題を網羅して、討議して、要望活動をやった

り、こういういわゆる略称上振協的な組織を、この北アルプス、あるいは姫川源流にかかわる、少

なくとも大町、糸魚川、白馬、小谷ぐらいのところで、常設機関としてつくるぐらいの気持ちが必

要なんじゃないだろうか。 

幸か不幸か大町でも新しい市長が生まれましたし、白馬も太田村長が先日誕生して、糸魚川も市

長が誕生する。ということは、この問題もありますが、いわゆるＪＲ大糸線をいかに存続、発展さ

せていくかという問題、今ある１４８号線のまだ小谷のところの改良をどう進めていくかの問題、

もちろん松糸道路を本格的にこれからどうするかという問題もあります。あるいは姫川の河川の管

理、あるいは砂防、あるいは広域観光。ところが、今はそれぞれの流域の組織があって、１年に

１回総会をシャンシャンとやって陳情へ行く。簡単に言うと、それで終わっとるわけですよね。 

４つも５つも問題がありながら、それを多面的に有機的にじっくりと検討、協議して、そこには

行政も議会も商工観光者も、いろんなかかわりある県会議員や国会議員も入って、実のある運動を

展開するということが、非常に必要なんじゃないだろうかという考えをこの際、ご提言申し上げた

いんですが、参考になるかどうか、市長のお考えをお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

非常にいいご提言をいただいたととらえております。 

今議員のご指摘にもありましたように治山での状況の問題では、松本以北の沿線市町村でも構成

させていただいておりますし、ただ単に１年に一度ということでもないわけでありまして、国土交

通省の方々との非常に懇親を深めるような会議や懇談会をさせていただいている部分もありますの

で、そういった意味では、私も上越地方振興協議会と同じようなシステムというものも必要である

なととらえております。同じ課題や、また同じ共同意識を持てる沿線市町村でございますので、そ

ういったところに呼びかけもしていきたいと思いますし、たまたま今、この日本風景街道の戦略会

議の調査に、東京大学の家田委員に入っていただいておるわけでございまして、昨日、交流会の中

で、その辺の糸魚川の状況も非常に丁寧にお話をさせていただきました。 

そういった中で、非常にありがたいお言葉をいただいたのは、我々もいつも思っとるんですが、

糸魚川、また特に長野県等を含めた塩の道ルートは、非常に資源が豊富だねというような言い方も

いただいております。あとどのように、それを鎖のように連鎖していくのかというような話もいた

だきまして、非常に心強く思う次第でございまして、きのうは長野県側、きょうは新潟県側の方へ、

新潟県側といいましても糸魚川を重点的に見ていただいてるわけでございまして、非常にそのよう

なことで心強く思う次第でございますし、また、今ご提言がありましたような組織づくりにも、私

の方からも声を出させていただいて、ちょっと進めていきたいなというのを今考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ありがとうございます。 

ぜひひとつご検討いただきたいんですが、私は幸いにして下地があるんですよね。市長も私も長

い間議員をやっておったから、かつては北安曇郡に精通の宮澤敏文議員と糸魚川の小川県議が中心

となって、この流域の関係者が一堂に集まっていろんな課題を一生懸命に検討し、観光にも働きか

けておった経緯があるわけです。こういうのがベースとしてあるわけですので、ぜひひとつ今回の

風景街道の問題を含めまして、多くの政治課題、行政課題につきまして深く、広く、そして強力な

取り組みができるような働きかけをできる体制づくりも、ぜひひとつご検討いただきたいというこ

とを最後にお願いいたしまして、私の今回の質問を終わらせていただきます。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、畑野議員の質問が終わりました。 

次に、松田 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 〔３０番 松田 昇君登壇〕 

○３０番（松田 昇君） 

事前に提出いたしました発言通告書に基づきまして、以下３点について市長の考えを伺います。 
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まず初めに、障害者自立支援法の対応についてでありますが、身体、知的、精神の障害種別に分

かれていた福祉サービスを一元化したもので、応益負担の考えに立ち費用の１割負担や食費などの

実費負担を盛り込んだものであり、重度障害者ほど負担がふえる仕組みになっています。 

(1) ４月から施行になっていますが、どのように変わったのか。１０月から本格的施行になり

ますが、どのように変わるのか伺います。 

(2) 地域生活支援事業が１０月からスタートしますが、事業の内容について伺います。 

(3) 障害者計画、障害福祉計画、地域福祉計画の策定委員会が開催され、計画づくりが進めら

れていますが、基本的な考えを伺います。 

次に、地域医療体制のグランドデザインの作成。 

地域医療体制整備推進会議等を開催し、地域医療体制の取り組みがされていますが、この機会に、

以下の点を伺います。 

(1) 糸魚川地域医療体制整備推進会議のこれまでの経過と、これからの取り組みの内容につい

て伺います。 

(2) 救急医療、医師不足への対応について、基本的な考えについて伺います。 

(3) 糸魚川総合病院、医療生協姫川病院の連携と機能分担について、基本的な考え方について

伺います。 

最後に、ヒスイ峡、高浪の池の観光対策と、道路の維持、改良についてであります。 

糸魚川は小滝川ヒスイ峡、青海川の橋立ヒスイ峡があり、国指定の天然記念物になっており、日

本有数のヒスイの原産地でもあります。澄んだ川の流れの中に原石を見ることができるのは、言う

までもありません。今回は小滝川ヒスイ峡中心に取り上げさせていただきました。 

(1) ヒスイ峡、高浪の池の観光対策の基本的な考え方について伺います。 

(2) 県道山之坊大峰小滝線の改良計画について伺います。 

(3) 林道入山線、高浪線の維持、改良について伺います。 

(4) 林道入山線、高浪線、市道平山線、野口線も含めた県道昇格の取り組みについて伺います。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

松田議員の質問にお答えいたします。 

１番目の障害者自立支援法の対応についてのご質問の１点目でありますが、４月から身体障害、

知的障害、精神障害、３つの障害が一元化されて、同一の制度でサービスが利用できるよう変更と

なりました。利用者負担につきましては、原則１割負担となりましたが、それぞれの所得状況によ

り月額の上限が設けられ、負担が重くならないような配慮がされております。 

また、１０月から本格的なスタートになりますが、居宅サービス利用者につきましては、障害程

度の区分に応じて支給を決定する方法に変更されます。 

２点目の地域生活支援事業につきましては、必須事業として相談支援事業や移動支援事業などが

あります。また、市が独自に行う事業では日中一時支援事業、生活サポート事業を予定いたしてお
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３点目のご質問でありますが、障害者計画、障害者福祉計画は施設入所から地域生活への移行な

ど、自立支援法の体系に即して一体的なものとして計画づくりを進める考えであります。 

また、地域福祉計画につきましては社会福祉法に基づく重要な計画であり、新潟県健康福祉ビジ

ョン並びに糸魚川市総合計画との整合を図りながら、策定することといたしております。 

２番目の１点目、糸魚川地域医療体制整備推進会議につきましては、糸魚川地域医療の基盤整備

及び医療確保の実現に向けた具体策などを協議し、その推進を図ることを目的といたしております。 

本年２月に糸魚川地域振興局と共同で組織化いたしたものであります。今年度は６月８日に開催

し、３つのプロジェクトを設け検討、協議を行うことといたしております。 

その取り組みの内容につきましては、３つのプロジェクトの中で救急医療、医師不足への対応な

ど４つの課題を検討を行っております。 

２つ目の救急医療、医師不足への対応、３点目の糸魚川総合病院、姫川病院の連携と機能分担に

つきましては、今ほど申し上げましたプロジェクト体制の中で検討中の課題であり、この検討結果

を受けて対応したいと考えております。 

なお、医師不足への対応につきましては、糸魚川地域振興局とともに連携をいたしまして、医師

派遣先の富山大学に出向き、医師確保について強力にお願いをいたしておるところであります。 

３番目のヒスイ峡、高浪の池観光対策などについての１点目、基本的な考え方でありますが、小

滝川、青海川一体のヒスイ峡は、日本最大のヒスイの原産地として、糸魚川市を代表する大変貴重

な観光資源であります。 

また、高浪の池は景色もよく、静かな高原の池として、お客様に訪れていただける観光地である

と認識いたしております。 

２点目の県道山之坊大峰小滝線につきましては、小滝地区では小滝郵便局から昭和橋まで約

６００メートルの拡幅計画について地元説明が行われており、現在は測量調査を実施いたしており

ます。この区間は橋の架け替えもありますことから、今後は国庫補助事業で早期完成に向けた取り

組みを要望してまいります。 

３点目の林道入山線、高浪線についてでありますが、道路の維持につきましては、定期的な点検

や臨時の点検を行い、安全な通行のために必要な対応を実施しておりますが、改良につきましては、

現在のところ予定をいたしておりません。 

４点目の林道入山線など県道昇格の取り組みについては、今後どのような対応が必要か、糸魚川

地域振興局と相談してまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

障害者自立支援法について、一問一答という形でさせていただきたいなというふうに思っており

ます。 
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今市長から答弁あったように、軽減措置というのは法の中でも定められていますが、先日、新聞

報道、９月７日の新潟日報なんですが、６月末時点で県内での負担増が理由で施設退所者数、身体

障害者８人、知的障害者１２人、計２０人の方が退所したと。ケースワーカーが各家庭を訪問して

状況を確認した結果、実際に本人への福祉が著しく損なわれている家庭が数軒あったということで、

県が独自にそういう支援対策をしていこうということが報道されています。 

担当課は、これまでの取り組みというのは一生懸命されてきたし、このことについては感謝いた

しますが、その該当者、関係者をはじめ市民の皆さんに、こういう減免制度などの周知が徹底的に

されたのか、減免のそういう漏れがないのか、現時点では問題点がないのか、この辺をまず伺いた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

低所得者の方々への減免の措置、そのことの周知ということでありますが、それだけを取り出し

てというわけにはまいりませんでしたが、制度の改正の中で全般にわたって周知を図っております

し、また、高齢者の集い等、老人クラブの会合等にも出向きまして、新しい制度の周知には努めて

まいったつもりであります。軽減措置を取り出してということは、ちょっとやっていなかったとい

うふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

軽減措置ということを言ったんですが、確認の意味で再度お尋ねしますが、対象者にすべてこの

ことについては周知されている、このように認識してよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

周知する方法につきましては、先ほども話題になっておりますように文書による方法、それから

いろんな会合に出ての方法と二通りをやってまいりましたので、すべてのということで念を押され

ましたが、私どもとしては、すべての人に伝えるような説明の機会をつくってきたというふうに思

っておりますので、今後もまた機会をとらえて、周知の手だてをしていきたいというふうに思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

６月議会でも申し上げましたが、障害者で１級の方は８万３,０００円の年金、負担の上限が
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２万４,６００円、食事やトイレへ行く、あるいは移動する、外出するにも介護がなければ動けな

い人はもうお金がかかっていくよと、そういう言ってみれば制度だよということを言わせていただ

きました。ですから障害者から見れば、とても自立していけるそういう制度ではないよ、あるいは

暮らしていけないよ、こういう訴えも私自身は受けているわけですね。 

例えば居宅サービスで、ホームヘルプサービスだとか、デイサービスだとか、ショートステイを

受けられている人で、市民税非課税世帯で本人収入８０万円以下の方というのは、ほとんどの方は

ゼロだったと思うんですよね、３月までは。それが１万５,０００円の負担になると思うんですよ、

上限で。ということは、年間でいうと１８万円の負担ということになるんですよね。 

私が言いたいのは最初に言ったように、県ではこういう軽減措置、減免措置ということを取り組

まれているわけですが、今回の自立支援法というのは、言ってみれば糸魚川市が実施主体になるわ

けですから、こういう減免措置というものを市独自で行えないものかということなんですが、この

辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

市独自の軽減措置をする気はないかというご質問というふうに思いますが、この自立支援法の制

度の中で、国と県、市が負担割合を決めて定められた部分、それと市町村が独自に利用の状況をつ

くれる地域生活支援事業という大きな２つの枠がございます。それで前段の方の国の決められた枠

の中でのサービスについては原則１割、所得に応じての軽減策ということで進めさせていただきた

いと思っておりますが、市町村が利用者の負担を市町村の裁量で決められる部分については、でき

る限り軽減できるように他市の状況を見ながら、今、市としても考え方を固めているところであり

ます。できる限りの対応は、したいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

最大限の努力をしていただきたいなというふうに思っております。 

先ほど市長から答弁があったように、私の質問もそうなんですが、１０月から本格的な実施がさ

れるわけですよね。利用者が申請し、３月まで受けていた方もそうなんですが、市で状況把握する

ために１０６項目の調査をして、それから２次判定、あるいは本人の希望だとかいろんなことを聞

く中で、正式に支給決定がされていくということなんですが、今までこの中で、例えば申請された

方の中でサービスを受けられなくなったり、あるいは非該当ということもあるんですが、非該当に

なったり、介護が１から６段階になっていくんですが、そういうことで低下された方だとか、そう

いうことでは問題ないのかどうなのか、今時点で。２０日後から、１０月１日から本格的に実施に

なるわけですから、今時点ではそういう問題があるかないか、お尋ねしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

制度が変わったことによって、今までのようなサービスが受けられなくなった状況が生じている

かどうかというご質問と思いますが、今現在、そういった状況はないものというふうに理解をして

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

担当課、担当係の一生懸命な努力によって、そういうことで問題がないということで一安心して

いるんですが、市長の答弁にもありましたが、地域生活支援事業ということで、今回新しく相談支

援事業というのが始まりますよね。これは福祉事務所の障害福祉係を中心に行っていくということ

も聞かれておりますし、地域生活支援センター「こまくさ」でも行うという話があるんですが、要

は３障害が１つになって専門的にやっぱり相談を受けてほしいし、広範な糸魚川になったわけです

し、広くなったわけですから、もっと委託するなりいろんなことで、この相談支援事業というのは

広げていかなきゃいけないと思っているんですが、この相談支援事業というのは、私が調べた段階

では福祉事務所と地域生活支援センターの「こまくさ」ということでお聞きをしてますが、ほかに

どういうことを考えられてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

お話いただきましたように相談支援事業については福祉事務所の対応、それから民間の法人であ

ります地域生活支援センター「こまくさ」、この２カ所ということで考えておりますが、このほか

にも障害者の相談員の方、県から委嘱された方、それに加えて市で新たに委嘱した方もおられます。

そういう方々からも、加わっていただきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

この相談支援事業というのは、ある意味ではやっぱり今回の自立していくということでは、非常

にこの事業も私は重要だなというように思っております。 

いま１つは、今言った地域生活支援センター、要は、作業所が法人化していくということを言わ

れているわけですよね。「ささゆり作業所」「ささゆり東作業所」「いちょうの家」「あけぼの福

祉作業所」、これは心身障害者の施設。精神障害者の施設として、今言った地域生活支援センター

「こまくさ」「好望こまくさ」「青空工房」「ひまわり作業所」ということであるんですが、設置

目的や設置者、運営主体、あるいは指導員、作業内容等いろいろあるわけですが、今回の９月議会

で議案第１９３号で地域生活支援センター「こまくさ」ということで議案として載っているんです
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が、今言った「ささゆり作業所」を含めてほかの作業所というのは、どういう格好になっていくん

ですか。どういう取り組みをされていくのか。今回議案で載ってないんで、恐らく先延ばしの部分

があるんでしょうけど、その辺はどういう見通しでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

小規模作業所の問題でありますが、これについては法人化を目指すということで作業をしてまい

りました。今幾つかお名前を上げられましたが、具体的に申し上げますと、精神障害の通所施設、

青海の「ひまわり」でありますが、それにつきましては今現在、つくしの里医療福祉協会、民間の

法人に運営をお願いしたい。それから、あと同じ精神で能生に「青空」がございます。それから知

的の関係では能生の「いちょうの家」、それから青海の「あけぼの」とございますが、これにつき

ましても社会福祉協議会の方で受けていただきたいということで、方向としてはそのように作業を

進めております。 

それから「こまくさ」につきましては、既につくしの里の医療協会に受けていただいております

ので、それをそのままお願いをしたいというふうな考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

受けていただきたいということですが、これはもう来年の４月までに取り組むのかどうなのかと

いうことですね。 

それから７月４日、ＮＨＫの教育テレビで「福祉ネットワーク」、これごらんになった方もおい

でになるかと思うんですが、通所作業所が、要は地域生活支援センターにかわることによって、作

業に行くのに負担金というか、利用料というか、それが非常に重くなって大変だということを言わ

れているんですね。通所している方にしてみれば、非常に苦悩な生活というか、非常に節約、節約

の思いで、せっかく通所作業所というか今度は支援センターになるんですが、行ってるんだけど、

もう負担が大変だということを言われているんですよね。ですから、そのことも伺いたい。 

ですから２点ですね、今所長が答弁されましたけど、じゃあ法人化されてない部分については

４月までなのか、いつごろまでにするのか。それからセンターになったとき利用料金、負担金です

ね、その辺がどうなっていくかというのは、やっぱり当事者にとってみれば非常に大変な思いだと

思うんですが、その辺の見通しはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

法人運営の移行につきましては、１９年４月ということで作業を進めておりますし、利用の負担

につきましては、今現在それぞれ３,０００円のところと５,５００円のところ２つございますが、
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法人が同じものに引き取られるということもありますので、今後調整しながら、この負担について

は同じレベルにしていきたいというふうに思っております。 

それから、負担が大変高額になるという話につきましては、地域生活支援事業の中でこの事業を

進める限りにおいては、負担は今のものを少し調整するぐらいで進められるというふうに思ってお

りますが、訓練等給付の方に移行した場合には、原則１割負担というものが出てくるというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

今回１０月から、もう１つ補装具の問題があるんですね。今までほとんど無料だったと言ったら

あれなんですが、それが１万５,０００円だとか、約４万円の負担だとか、このようになるんだろ

うというように言われてますね。今まで市では半額、要は日常生活用具給付等事業で半額で済んで

きたという部分があるんですが、この間の「おしらせばん」を見ると、その制度をもう廃止しちゃ

うよという話と、それから今言ったように補装具の負担が増になって大変だ、こういう声を伺うと

いうか、私の方へ届いているんですが、これ何で今までの補助事業をやめるかという問題も含めて、

これどうなんですか。「おしらせばん」に出てびっくりしている部分もあるし、その前に市民の

方々からも聞いていたんですけど、なぜ市がいいことをやっていたのにやめるんですか。その辺、

聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

補装具の自己負担分を、今まで市としては２分の１を補助しとった、それがなくなることについ

てのご質問ですが、私どもとしましては２分の１の補助を廃止するというよりも、そういう形で行

っていたサービスの給付の体系が、新しい制度に変わったというふうに理解をしていただきたいと

思っております。 

というのは、今まで２分の１を補助しておりましたけども、個人負担そのものの設定の仕方が、

今までと、これからでは変わるということですね。原則１割負担という状況になった場合には、必

ずしも今までのような大きな自己負担ではないと。そういう状況の中で、今まであった制度を廃止

するというのは、確かに大変なことだという受けとめられ方をされるかもしれませんが、制度その

ものが新たな制度に乗りかえたというふうに理解をしていただければ、ご理解いただけるかなとい

うふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

私はそう思ってないんですよね。本当に新しい制度になれば負担は少なくなるんですか。ものに
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よって、補装具によって違うと思うんですよね。それでいいんですか、本当に安くなるんですか。

安くなるという言い方じゃない、負担が少なくて済むんですか。例えば電動車いすを使っている

方々が、例えば１０月から、そういうもので出す負担金が少なくなるという理解をしていいんです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

自立支援法の法律の体系そのものが、必ずしも負担を低くするためということで設定されたもの

ではなくて、公平な負担をお願いをする。それからだれにもわかりやすい、３障害を統一したルー

ルをつくるというような観点でございますので、一つひとつについて、すべて安くなるのかという

ふうな観点のご指摘をいただくと、必ずしもそうではないというお話になってしまわざるを得ませ

ん。 

それから、どのくらいの負担がふえるのかということも私ども試算をいたしましたけども、平均

でございますが、１件あたりにして２,７００円ぐらい、これはトータルでありますけども、若干

の負担増になることについては、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

ただ、補装具については、単価もさまざまでございますし、耐用年数も非常に長いものがあると

いうこと。さらには所得に応じた軽減措置がそれぞれ設けられておって、上限を抑えられていると

いうことから、皆さん方からご理解をいただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

今回の自立支援法が、要はその人たちの１割負担云々というのはわかるし、あるんだけど制度そ

のものが余りにも矛盾しているという部分もあるんです。その部分で、また話をさせていただきた

いと思います。 

今回の障害者自立支援法の中で、私はある意味ではグループホーム、これは居宅支援サービスの

１つかと思うんですけど、自立させていくためには、このグループホームというのは非常に重要な

位置づけ、入所施設から自立をさせていきたい。通所作業所からも、そういう意味ではこのグルー

プホームというのは非常に重要な課題だと思いますが、今後の基本的な考え方について伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

施設入所をしておられる方々が、今後、入所判定等を実施された段階になりますと、地域におけ

るそういう方々の居住の場という課題が、大変大きな課題になってくるというのは、ご指摘のとお

りだというふうに理解をしております。 

その中でグループホーム、この方々は区分の１と非該当の方が入るわけでありますけども、今現



 

－ 278 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

在、法人から運営をしていただいているグループホームは、そのまま移行させたい。さらには増設

等も検討をしていただいておりますので、それについても支援をしていきたいというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

このグループホームとあわせて、今回の自立支援法の中でやっぱり就労という意味が大きな役割、

ある意味では前向きな方向だというように私は思っております。 

私が調べたところ糸魚川の常用雇用率が１.９８、法定雇用率は１.８ですから超えているんです

ね。これは５０人以上の従業員で、糸魚川でいえば２７社あって、本社が糸魚川にあるということ

です。この精神そのものは、私は本当にいいと思うんですが、これを具体的にどう取り組んでいく

んか。行政も社会も、そして地域もどう取り組んでいくんだということが、非常に重要な課題だと

私は思うんですね。 

そういう意味では、じゃあ糸魚川市として今までこの取り組みを、具体的にどう取り組んできた

んだ、これからどう取り組んでいきたいんだ。この方針が、ある意味ではなければいけないと思う

んですが、この辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

雇用の促進、これは今回の制度の中で大変大きな意味を持っているということは、お話のとおり

であります。 

それで今、糸魚川市といたしましては１つの会を持っておりまして、障害者雇用連絡会議という

関係機関で連携をとってる会議でございますが、これには地域振興局の健康福祉部、それから労働

基準監督署、それから当事務所はもちろんでありますが、病院でありますとか特殊学級のある学校、

さらには小規模作業所といった方々が集まりまして、障害者の就労について、あるいは職業生活上

のさまざまな課題について協議をするという予定にしております。今月９月にも、その会議は一応

予定をされております。 

そういった場所を使いまして、この自立支援法の趣旨に即した就労を、より一層強力に進められ

るように取り組んでいきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

地域は今言ったようにそうなんですが、市役所はどうなんですか、障害者の雇用ということで。

身体、知的、精神を含めて、この３障害が一緒になって、今回のこの自立支援法ですよね。ですか

ら、まずは市役所がこのことを取り組んでいかなきゃいけないと私は思うんですよね。その辺いか
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

障害者の自立支援法が変わりまして、障害者の考え方も大きく変わってくると思っております。

障害者の雇用促進法によります雇用率については、市長部局と教育委員会の部局がありますが、若

干の職員の異動もありますが、ほぼ達成をしております。ですがこの法律を遵守しながら、やはり

役所が率先しながら、障害者の雇用に努めなきゃならんと思っておりますし、昨年は臨時雇用であ

りましたが、障害者のみを対象にした臨時雇用という場を設けておりますが、そういうことを設け

ながら、障害者の働く場ということをつくっていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

積極的に行政がやっぱり模範にならなきゃいけないなというように思っておりますので、ぜひ積

極的に取り組んでください。 

策定委員会の関係なんですが、第１回目の会議が開催されて、この後のスケジュールですが、例

えばアンケート調査をするのかどうなのか、あるいはパブリックコメントの取り組みがあるのかど

うなのか、それから私たち議会に対しての説明や意見の集約というのは、どのようにされていくの

か。今年度中に、この計画が策定をされていくと思っていますが、このタイムスケジュールも含め

て、今、私が申し上げた部分について、どのように取り組んでいくのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

計画策定の取り組み方、それからそのスケジュールということでございますが、今現在１６名の

委員の皆さん方をお願いしまして、８月末に第１回の策定委員会を開かせていただきました。その

中で、アンケートということにつきましては、全市民のアンケートというのは、今現在、取り組む

予定はございませんが、各方面の方々、団体の代表の方々、１６名集まっていただきましたので、

皆様方にお願いをしまして、アンケートに類したような調査票の作成をお願いをいたしました。 

それらを踏まえながら、年内にもう２回ほどの会議を行いながら、１月ごろには、パブリックコ

メントをやりたいというふうに考えております。コメントは約１カ月要しますので、その後、内部

的な調整を図りまして、年度末には策定をいたしたいというふうに思っております。それで素案が

まとまった段階で、また所管の委員会の方にも、ご報告をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

ぜひ障害者本人、家族、それから市民も含めて、実効性のある福祉計画ということを期待をして

おります。 

地域医療体制についてでございます。私は病院の勤務医がなぜやめていくかということで伺いま

した。そうすると勤務医の劣悪な生活に尽きる、こう言われました。経済的には開業医と同じ労働

時間だとすれば２分の１から３分の１の収入であり、患者にきちんと説明して不安を取り除くイン

フォームドコンセプト、それから医療訴訟対策、あるいは診療記録等に追われて時間的余裕がない。

さらに昔は勤務医の方というのは収入が少なかったけど、勉強する時間があったと。今は金も暇も

ないと。生きるか死ぬかという人を診たり、手術しているのに、訴えられたり、逮捕されたり、送

検されたりすると。さらに大学改革と研修医制度によって、研修医が少なくなったと。大学病院の

中堅勤務医が呼び戻されて、引き剥がしがあって、玉突き状態で地方病院がある意味では痛めつけ

られている、こう言われているわけですね。 

やっぱり糸魚川にとって勤務医が減少していく原因、これは医師確保については先ほど市長が答

弁されているように、本当に市長が先頭になって取り組まれていることに感謝をするんですが、勤

務医が減少していく部分での最大の課題って何ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

荻野健康増進課長。〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

医師不足、これにつきましてはご指摘のとおりでございまして、全国的に病院に勤務する医師が

不足しているということが問題になっております。特に地方の病院が、厳しい状況であります。 

その原因につきましては今議員がおっしゃいました、いろいろなことが上げられると思いますが、

やはり厳しい労働実態、それから臨床研修制度の義務化で、大学当局に在籍する医師が減っている、

そういうふうなこと。あるいは都市部での勤務を希望する人が多くて、また、産科や小児科などの

診療科を希望する医師が減少しているということなんだろうと思いますが。 

そうやって引き起こされている課題と言いますか問題で、医師の減少で問題というのは、地域の

診療科が減少すること。それから救急医療の維持が、今度大変になってくるという、そういうのが

問題ということでありますし、課題とおっしゃったんですが、解決すべき課題というふうなことで

申し上げれば、その逆と言いますか、労働条件の改善だったり、やっぱり来ていただけるとか、魅

力ある医療環境の整備とか、それから医療機関の機能分担、連携と、こういうふうなのが解決すべ

き課題だと思っておりますけども、こうやって医師不足を引き起こされている問題で問題なのは、

やはり診療科が地域で減少すること、それから救急医療の維持というのが大変になってくる。この

２つが主なものだと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 
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市長の答弁であったように、また今ほど申し上げましたように市長を先頭に富山大学、あるいは

富山大学附属病院に要望活動されているんですね。青森県では、まさに糸魚川市と同じようにやっ

ぱりグランドデザインをつくって、医師確保を県が取り組んでいるんですよね。それが宮城県だと

か、石川県だとか、秋田県に広がろうとしているんですね。要は、県をまたいで富山県の富山大学、

富山大学附属病院にお願いしていってるわけですが、新潟県との関係ですよね、ここが非常に重要

になると思っているんですが、新潟県との連携というのは、どのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

荻野健康増進課長。〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

医師確保等に対する県・市の連携でございますけれども、医師確保につきましては、今ほどの答

弁にもありましたけれども、派遣先の富山大学等に市と糸魚川地域振興局、具体的には市長と局長、

ほかにも関係部局長が行きますけれども、一緒に出向きまして働きかけしております。 

また、県を越えてこちらに派遣をいただくということもありますので、附属病院長の示唆もあり

まして、県と市連名で、大学附属病院あてに要望書も提出しております。そういう意味で連携を図

っております。 

また、県の医師確保事業である医師養成就学資金貸付事業、これは３市の１つとして市も対応し

ておりまして、これは県にかかわらせていただいております。 

なお、先ほどの答弁にもありましたが、糸魚川地域医療体制整備推進会議、これは地域医療の基

盤整備と医師確保を目的としておりますが、これも市と糸魚川地域振興局と共同で進めてるという

ことで、広い意味の医師確保について、こういう形で取り組ませていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

この医療体制については、私は３月議会にも取り上げさせていただきまして、救急救命センター

を取り上げました。このことによって多くの市民から意見をいただきまして、やっぱりつくってほ

しい。私もいま一度申し上げますが、やっぱり命というのは最大だと思うんですね。３月議会にも

言わせていただきましたが、文化や経済等は少々格差があってもいい。命に差をつけることは許し

がたいと、こんな思いをしております。 

そういう意味では、市長は３月議会では組織編成の中で救急医療体制を最大課題として取り組み

たいということを答弁されているんですが、この救急救命センターって公設民営って、私申し上げ

ましたけど、先ほどから申し上げているように救急体制と医師確保を含めて、いま一度、市長いか

がですか、この救急救命センターについては。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

確かに言葉で救急救命センターということになれば、当然これはあった方がいいに決まっている

わけですし、非常にそれに対するまた対応というものを考えると、これに対する要望というのもあ

るわけでございますが、しかし現実、今この医師不足という大きな事柄の中で、単に施設だけをと

らえていいのか。今現在、その救急医療に当たっていただいております医師会、並びにこの両病院

の対応をどのようにしていくかということも、大きなこれは課題でなかろうかと思っております。

その辺を踏まえまして、今、糸魚川地域の医療体制整備推進会議の中で、その辺をみんなで協議を

いただいている状況でございます。 

そういう中で、これから糸魚川市の救急医療体制なり地域医療をどうしていくか、両病院や医師

会の方々はどう進めていくかというところを、今ご論議いただいとるわけでございまして、決して

行政は何もしないで、ただ単に医師会や両病院にお任せしてる部分ではないわけでございますので、

ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

先ほど課長の方からよい病院、労働条件がいい、そういう病院でなければ、やっぱり医師が進ん

で私も勤務してくれないと思うんですね。だからそういう病院を、糸魚川市でつくっていかなきゃ

いけないと思うんですよね。糸魚川医療生活協同組合から姫川病院経営改善計画について、私は

１月の資料をいただいているんですが、循環器・呼吸器センターを病院に併設し、診療科の特化と

叫ばれている機械設備も完備しており、循環器科の特色があると。胸部血管外科医も常にいること

から、新糸魚川市の周辺の住民にとっては、地域医療の救急とあわせて大きな魅力である、こう言

ってるわけですね。市長の方は要望を出されているわけです。 

平成１４年２月２１日の資料がありました。これは米田市長が議員時代なんですが、１市２町の

議員が集まって、糸西地域医療問題研究会というのが、ヒスイ王国館で開かれたんですね。このと

きも循環器・呼吸器センターは心臓病、脳卒中、肺がんの地域中核機関と問題提起されているんで

すね。ですから、私はこのセンターというのは、やっぱり市長もそのころから思いがあったと思う

んですね。このセンターの必要について、市長は今どんなお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えさせていただきます。 

今ほど言いましたように、ご存じのように糸魚川市が５万人の人口の中で、今、両病院と医師会

がその部分に当たっていただいてるわけでございます。しかし、この現状を見ますと、医師不足が

さらに加速してくることによって地域医療が保てなくなり、また、救急医療が保てなくなるだろう

という中で、この地域医療はどうあるべきか。それにはこれからの２つの病院の対応をどうするか、

それには今ほど松田議員ご指摘の部分も、これは当然、エリアに入れて考えなくてはいけないと思
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っておりますし、私もその辺を踏まえていかなくてはいけないと思っております。 

両病院の意向、そしてまたこの市民と医療体制についてをやはりどのようにもっていくか、そし

て行政がかかわることによって、医師の皆様方が魅力ある地域と受けとめていただければ、そうい

ったことで医師不足が解消できる部分があれば、そういったところで対応していきたいと思ってお

るわけでありますので、私も基本的な部分については、今、松田議員ご指摘の考えを持っておりま

す。 

しかし、それも今、本庁の方からも委員として加わっていただいて、その辺もいろいろと会議の

中で、ご提言をいただく対応をしておるわけでございますので、私はそういったものも含めて、そ

の中には当然、医師会も入っておられますし、また、両病院も入っておられるわけでございますの

で、そういったこれからの糸魚川の体制をみんなで協議する中で、これは進めていかなくてはいけ

ない問題だろう。行政がリーダーをするという部分でもないだろう、やはりどのように市がかかわ

っていくかというところが大切だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

グランドデザインの中に、モデルパターンということで３つ提起されているんですね、現状改善

案、機能分担案、診療科分担案。最後に、モデルパターンの考え方ということで書かれているんで

すが、糸魚川という地理的な環境、進む高齢化、医師の不足といった現状を把握し、その限られた

資源の中で、地域住民に対していかによいサービスを提供していくかという点が、モデルパターン

のもとになると考えられる。これはある意味では、問題提起しているんですね。この問題提起を、

どう受けとめられているんですか。担当課、担当部署でもいいんですが、やっぱりこの辺、きちっ

と問題提起されているんですから、私はとらえていると思うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

ただいまの議員のご質問なんですけれども、まず、モデルパターンをどういうふうにとらえるか

ということの前に、ちょっとお話させていただきますと、まず、この糸魚川市の医療の状態という

ことでは、入院患者、外来患者ともに大体糸魚川市以外に行く、医療計画の上では圏域外流出と言

っておりますけれども、糸魚川市以外への流出状況ということでは、大体おおむね１５～２０％、

裏を返せば大方８割以上の患者さんが、この地域で医療を完結してる。ほかから比べると非常に地

域完結度の高い地域だということが、まず前提にございます。 

その上でモデルパターンを考えるに際しましては、例えば４病院ある中で、あと診療所もありま

す、特養施設もありますけれども、４病院に限って言えば、どこが、何を、どういう形でというの

が出てくるかと思いますけれども、それはそれぞれ一長一短ございまして、例えば議員も先ほど

１月に要望書ですとか、過去に公設民営という議論があったときにお話を伺いましたけれども、例

えば公設民営であれば、確かに市独自の政策判断による例えば救急医療という政策性の高い医療が
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市の裁量でできる反面、医師確保ですとか、あるいは財政負担の問題多々あるということも、逆に

またデメリットとしてございます。 

この完結度の高い地域におきまして、現に糸魚川総合病院と姫川病院、あとこれは急性機関にな

っておりませんけれども、よしだ、青海がある中で、急性期ということで言わせていただければ、

糸魚川総合病院と姫川病院の医療体制が、市民に対していかに大きく意味をなすかということにな

ろうかと思います。 

そういった意味では、モデルパターンでも具体的にはグランドデザインの中では３パターン示さ

れておりますけれども、その３パターンは先ほど言いましたように経営のあり方ですとか、提供す

る医療は、どういう形が一番いいのかということでは、先ほど来市長が申しましたように、推進会

議の中で、関係者の中で検討していただくと。ただ、これは関係者の中で検討していただくだけで

なくて、いずれかの時期におきましては、市民に財政負担の問題ですとか、将来に向かってのいろ

んな負担の部分、あるいは市民に対してお願いしたいこと等々も含めまして一度、例えば言葉では

フォーラムですとか、シンポジウムとかいう言葉がありますけれども、そういった何らかの形で、

市民の判断を仰ぐ機会を設ける必要があるんではないかというふうに考えております。 

ただ、いずれにいたしましてもモデルパターンがどういうふうになるかというのは、やはり市と

してこのパターンが一番いいんではないかというようなことではなくて、関係者の中で少なくとも

協議していただいた中で、関係者合意の上で、この地域にとってどういう医療が最善なのか、長続

きをするのかという観点から議論いただいたものに対して、市としてその方向性を尊重しながら、

取り組んでまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

市長も部長も言われるように協議会、推進会議、あるいは市民の意見、関係者の意見、これは私

もわかるんです。ただ、この救急医療と医師確保というのはもう近々、あすどうなるかという部分

も含めて、ある意味ではトップダウンという言い方がいいかどうかあれなんですが、例えば今こう

いう推進会議が開催されているので、市長のトップダウンというのは非常に厳しいかもしれません

けど、やっぱりある意味ではこういう課題というのは、トップダウン方式も必要ではないかなとい

う思いがしているんですが、市長はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

今、私は富山大学や附属病院へお願いに行く中においては、我々は医師の確保に行くわけでござ

いますが、そのときにやはりお願いをする中で、市民が病院へ通っておる姿が頭に浮かんでくるわ

けです。もし失敗したらその患者はどうするのだろうということを考えますと、今最大の課題とい

たしましては、やはり医師を確保することが大事。それが優先順位でございまして、そしてまたこ

れからの将来の地域医療ということはどうすればいいのかという、それをやはり並立をしておるわ
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けでございますが、医師確保がまず大事ととらえておるわけでございまして、その観点から考えま

すと、今、その医療機関の皆様方とやはり十分に協議する中で、現状を維持していくことを最大限

に考えてるわけでございます。 

将来は１つの病院にしたり、またはそういった診療科目によってより分けをしていく方法だって、

いろいろ今上がっとるわけでありますが、しかし、それをやることによって市民の救急医療や地域

医療に影響が出ることを、私は懸念をするわけでございまして、まずは医師確保というものを頭に

置きながら、この問題は進めさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

全くそうです。私も医師確保をしていただきたいな。先ほど部長から話があって、私はこの糸魚

川地域医療体制のグランドデザインを見て、一番最後に自治体と医療機関のかかわりについてとい

うことで、一番最後に参考資料ということで載っているんで、参考としてということで。 

そこはまさに、公設民営ということを言ってるわけですね。自治法の改正によって指定管理者制

度ができたという部分も含めて、そこにはメリットも書かれております。もう時間がないので申し

上げませんが、そういうことからいえばよい病院、労働条件のいい病院、それで市長も言われてい

るように富山大学や富山大学附属病院へ行ったとき、そういう中で例えば糸魚川ではこういうこと

で取り組んでいるんだよということを言えるということは、非常にいいと思うんですね。 

ですから私はある意味では繰り返すようですが、グランドデザインの一番最後を参考にしてとい

うのがやっぱり何か重要な、参考としてというとこなんですけど、ある意味では、糸魚川の地域医

療をどうしていくんだということを、訴えているんじゃないかということなんですね。その前は、

さっき言ったようにグループ分けだとか、情勢だとかいろんなことが書かれているんですが、その

辺を見て私はどうなんだろうな、こういうことはどうなんだろうということを。 

公設民営というのは、前からもいろんな議員も言われていたし、あるいは先ほど言った平成

１４年２月２１日の研究会でも、そのことを言われていたわけですよね。だから、すぐ公設民営に

せえとか、いろんなことを言ってるわけじゃなくて、それに等しいようなものをどうつくっていく

かということは一つの課題だな。ですから私はグランドデザインをずっと見ていて、そのことを感

じたんですが、市長、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさに私も今同じ考えでございまして、いかに魅力ある医療体制を整えていくか。行政がその中

に加わることによって、医師の皆様方が魅力を感じるものにしていきたいわけでございます。そう

いうことの中で、今会議を進めていただいてるわけでございますが、我々の意向もきっちりあるわ

けでございまして、その中で行政の考えをどのように反映していただくかということも、私はある
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と思っております。 

しかし今、直接当事者の方々においても、第一線の方々も一緒に交えて調整をいただいておるわ

けでございますので、そういった形の中でどれがいいのか、出てきたことに対して私は行政として

協力なり支援していきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

最近、社会医療法人という言葉を耳にしたんですね。その期待される役割というのは、経営の透

明性を確保し、非営利性を徹底し、官から民への流れに沿って、従来、公的医療機関が担っていた

救急医療等確保事業、小児科救急医療やへき地医療を行い、地域医療の安定的な提供を実現するも

のでありますと言われてます。これだけではなかなかわからないんですが、ある意味では税対策を

含めて官から民へということですから、先ほど言ったように民から官へということでは、ある意味

では違うんですが、この社会医療法人というのは、やっぱり私はある意味では研究すべき課題では

ないかなというように思っていますが、担当部署としては、このことについてはどう把握されてお

りますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

荻野健康増進課長。〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

今お話がありましたように社会医療法人、これにつきましては今回の医療制度改革の一環の中で、

医療法人制度改正により社会医療法人ということで制度化されました。来年４月から、県の認可を

受けて設立が認められる医療法人ということでございます。 

私どもはインターネットや何かで学ばせていただいておりますけれども、なかなかすべてを掌握

することはできませんけれども、許認可事務は県でございますけれども、市の医療担当課としまし

て、情報収集等をいろいろ行ってまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

ぜひ情報収集して、こういう新たな問題提起もされているわけですから、ぜひ研究をしていただ

きたいなというように思っております。 

先ほどから市長と私は、同じことを考えていると思うんですね。私たちのまちの医療をどうして

いくんだ、住民の意思を結集をして、地域のつながりを強固にして、そして地域医療体制をつくっ

ていきたい、これは全く同じだと思うんですね。 

そういう意味からいえば、米田市長が市長選の中で言われているように人と人とのつながり、医

療体制については３６５日２４時間の受診体制を確保して救急医療体制の充実のために、そして医

師確保のために強力に進めますと、こう言われているわけです。ぜひ頑張ってほしいなと思ってお
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りますし、私も安心して暮らせる糸魚川をつくっていきたい、このように思っておりますし、私自

身も一生懸命頑張りたいなというように思っております。 

次に、ヒスイ峡の問題ですね。市長が言われるように日本最大のヒスイ峡ですよね。日本最大と

いうことは、世界のヒスイ峡と言っても過言じゃないというように思っております。そういうこと

から言えばヒスイ峡、特に今回は小滝川のヒスイ峡を取り上げさせていただきました。そして高浪

の池ということなんですが、この入り込み客というのはどうなっているんだろう。定期観光バスも

今運行されております。７月、８月に、シャトルカーも運行されていますよね。この辺の現況につ

いて、まずお尋ねいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田鹿商工観光課長。〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

まず、高浪の池、ヒスイ峡の入り込み客でございますが、平成１６年度、高浪の池では２万

５,７４０人でございました。ヒスイ峡につきましては、常時監視をする人がいらっしゃいません

ので、あくまでも推測の域を出ません。高浪の池の入り込み客の９０％がヒスイ峡へ回っていただ

けるということで、１６年度はヒスイ峡が約２万３,０００人強ということでございます。 

平成１７年度は同じく高浪の池は２万５,４２０人、ヒスイ峡は９割で約２万３,０００人弱とい

うことでございます。 

それから平成１８年度の８月末までは、高浪の池は１万７,８２０人、ヒスイ峡については１万

６,０００人強ということで、若干、７月の長雨の関係が影響し、例年より２～３割お客さんが少

ないという情報は得ております。 

それからイベントシャトルカーでございます。小滝駅からヒスイ峡、高浪の池、それから小滝駅

へ戻るというコースを運行しております。１日６便、７月は２３日、３０日の日曜、２回運行して

おります。８月は６日、１３日、２０日、２７日の日曜、４回運行しました。計３６便で４６人の

ご利用をいただいております。もちろん無料で運行いたしております。大糸線の利用促進も含めて

イベントシャトルカーを運行しておりますので、大糸線の発着時刻に合わせて運行をされておりま

す。 

それから定期観光バスでございますが、高浪の池を回るＣコース、６月３日から運行いたしてお

ります。土曜、日曜、祝日で、３５日間で１３９人の方がご利用いただいております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

時間がないんであれなんですが、健闘してると思うんですね。言ってみれば宣伝不足を私は感じ

ます。 

先日、入山線へ行きました。平成１２年に落石以降、復旧工事、改良工事のあれがないというん
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ですけど、８月２７日に私は通ったんですね、３時半過ぎなんですが、これくらいの石が落ちてい

るんです、真ん中に。これは大変だなということで、すぐ商工観光課へ申し上げたんですが、そう

いうことでは工事は進んでいるんですが、やっぱり安全がまだまだ。小滝の皆さんに聞いても、ま

だ落石があると言ってるんですよね。ですから、まだまだ安全対策という意味から言えば、不足を

してるんじゃないかな。やっぱり安全第一だと思うんですよね。そういう意味を含めて、今後の入

山線の予定はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

早水農林水産課長。〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

入山線につきましては、非常に急峻な場所につくられているもんですから、安全対策そのものは

十分に果たしておるつもりでございますけれども、まだその上部は相当荒れとるという中で、いつ

落石があるかわからないような状態になっとるもんですから、農林振興部の方へまたお願いしたり

して、対策をいろいろ考えさせてもらっております。 

また、下の方の今現在やっております安全柵についてですが、非常に危ないということで、去年

から、ことし、来年の３カ年をかけて約１,０００万円程度のお金、合わせまして３,０００万円に

なりますけれども、安全柵の新設工事をやってまして、皆さんが非常に道路を広げるということは、

こうしてめずらしいわけでございますけれども、少しでも安全に通っていただくための安全対策の

方には、力を入れていかんきゃならんというように思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

最後に、本当に時間がなくて言いたいことが足りないんですが、このヒスイという問題では商工

会議所を中心に、ジャパンブランドということで、これは新聞報道されていました。市長が言われ

るように日本のヒスイ、世界のヒスイ、そういうヒスイ峡でもあるわけですから、ぜひ地域振興局、

あるいは糸魚川商工会議所等を含めて連携しながら、さらにこのヒスイ峡を売り出していただきた

い。このことを要望いたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、松田議員の質問が終わりました。 

３時１５分まで休憩といたします。 

〈午後３時０３分 休憩〉 

 

〈午後３時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 
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次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 〔２番 保坂 悟君登壇〕 

○２番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、学校教育について。 

(1) 小中学校の教室空調施設整備について。 

 ① 年間を通じ普通教室の温度について調査を行っているか。また、現状をどのように把握

されているか。 

 ② 今後、施設整備の取り組みは考えているか。 

(2) 市マイクロバスの利用について。 

 ① 糸魚川中学校で総合学習の授業を行う際、生徒数が多いことから他校と予算面で不公平

があると聞いているが、そのようなことがあるのか。 

 ② 部活動等の課外活動の場合に市バスの需要が多いと聞いているが、その対応はどのよう

にされているか。また、今後どのように充実させていくか。 

２、行政サービス向上について。 

(1) 窓口対応の改善について。 

  市民が書類申請の手続をする際に、関連する既存の行政サービスを市職員から提案するよ

うに業務拡充をする考えはあるか。 

  具体的には、老人保健施設等に入居された方が入居後寝たきり等になった場合に、特別障

害者控除の対象者に該当します。市内の施設に入居される方には、窓口で申請しなくても認

定証明書を自動的に発行できるような仕組みにしていただきたいが、いかがか。 

(2) 多重債務者等の相談業務充実について。 

 ① 無料法律相談等の機会をふやすことはできないか。 

 ② 行政から弁護士、司法書士等への取り次ぎはできないか。 

 ③ 多重債務者で失業した者に対し、債務整理等処理費用の一時支援ができないか。 

３、災害対策について。 

(1) 災害時の仮設トイレについて。 

  住宅が混み合っている場所や公園に、マンホールを利用した仮設トイレの設置を計画的に

進めるべきと考えるがいかがか。 

(2) 災害時の要援護者支援について。 

 ① 自主防災組織の充実に向け、これまでと今後の取り組みについてお聞かせいただきたい。 

 ② 自主防災組織がない地域で、要援護者への対策はどのようになっているか、お聞かせい

ただきたい。 

(3) 一般住宅等の建物の倒壊防止対策について。 

  主要道路の確保のため、沿線住宅の耐震化を推進するか、もしくはそれにかわる対策が必
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要と考えるがいかがか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂 悟議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の学校教育についてのご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、

よろしくお願いいたします。 

２番目の行政サービスの向上についての１点目、窓口対応の改善につきましては、認定証明書の

発行は本人、または家族による申請が原則であります。今後は市内の老人福祉施設と協議をし、な

るべく簡略な方法がとれないかを検討してまいりたいと存じます。 

２点目の多重債務者等の相談業務充実についての１点目、無料相談につきましては、現在、糸魚

川市社会福祉協議会が月１回実施しており、多重債務者のほか破産や相続、離婚など、法律上の諸

問題を扱っております。今後、相談件数の状況によっては、回数をふやすことも協議してまいりた

いと考えております。 

２つ目の弁護士、司法書士などへの取り次ぎにつきましては、ご希望があれば社会福祉協議会が

県弁護士会や県司法書士会を紹介することも可能になっております。 

３つ目の多重債務者への支援につきましては、自己破産による債務整理についてのご質問と思い

ますが、裁判費用を工面できない低所得者のためには、財団法人法律扶助協会がその費用を立て替

え、弁護士や司法書士を紹介する制度がありますが、行政での支援は考えておりません。 

３番目の災害対策についての１点目、災害時の仮設トイレにつきましては、最近の大規模災害で

クローズアップされており重要な課題と認識しております。ご提言のマンホール利用も、断水など

で水洗トイレが使えないような場合には有効な方法の１つであり、災害の状況にもよりますが、既

設のマンホールの利用について、検討してまいりたいと考えております。 

２点目の災害時の要援護者支援につきましては、災害発生の初期段階では、身近な地域の人々が

お互いに助け合うことが最も早い対応であり、これまであらゆる機会をとらえて自主防災組織の設

立を呼びかけ、設立や、その後の活動についての支援を行っております。日ごろから地域住民のコ

ミュニケーションづくりが、要援護者救済の基盤になるものと考えております。 

３点目の建物倒壊防止対策につきましては、災害時の道路確保は重要な課題と考えており、耐震

化の推進を図ることが必要であると考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小松教育長。〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

では、保坂議員の学校教育についてのご質問にお答えをさせていただきます。 
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１点目でございます。普通教室の温度調整につきましては、ほとんどの学校で各教室に温度計を

設置して、暖房機の温度調節などの温度管理を行っております。 

冷房設備は普通教室に設置していませんが、健康面で特別な事情のある児童生徒の対応につきま

しては、健康に配慮して、ブラインドや換気扇の設置をするなどの対応をとっているところであり

ます。今後とも児童生徒の状況に応じながら、必要な施設面の対応をとっていきたいと、このよう

に考えております。 

２点目の市のマイクロバス利用についてでございますが、総合学習等で市マイクロバスを使用す

る場合は、使用基準により１校につき年２回以内とし、不足分については民間バスを借り上げでき

るよう、学校に予算を配当しております。配当額につきましては学校間の均衡を図るため、学級数

に応じたものにいたしております。 

続きまして、部活動での市マイクロバス利用の対応につきましては、大会等に参加する場合には

要項に基づき、市マイクロバスの配車、あるいは交通費等の補助を行っております。予算面等の配

慮を行いまして、不都合のないように努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

まず、学校教育の空調設備についてでありますが、今、温度計を設置して管理しとるというふう

に言われたんですが、例えばその年の最高気温、最低気温とかも全部把握されているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

ほとんどの学校では温度計を設置しておりますが、一部設置されてない学校もあります。そんな

状況の中でありまして、最高温度あるいは最低温度というような、そこまでの管理はいたしており

ませんが、いわゆる暖房設備を運転する場合の温度調整というのが、一番活用されておるのかなと

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

文部科学省が示している教室の環境衛生基準では、冬場は１０度以上、夏場では３０度以下であ

ることが望ましいと。最も望ましいのが２５度から２８度であるというふうになっておるんですけ

れども、当市の７月とか９月の暑さでも日本海特有の蒸し暑さで、不快感というのが非常に学習意

欲をそぐんではないかというふうに考えておりまして、また、学校側から行政に対して、暑いとい

うことが財政上厳しいもんだから言えないとか、要望が上げづらいとか、そういったような状況と
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いうのはありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

学校から、そういう設備面での要望が上げにくいというふうなことは、私ども受けとめてはおり

ません。先ほど教育長答弁でもさせていただきましたように、健康上の問題で多少配慮をせんきゃ

ならないという児童生徒がおる場合には、早速対応できるように相談をしながらやっておりますの

で、そういう点での配慮はいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

私、今回この質問を取り上げましたのは、文部科学省が２００１年８月に冷房設置率の調査結果

というのを報告しておりまして、普通教室には、わずか５％しかなかったという報告があります。

４年前になりますが、文部科学省の方で普通教室の冷房化計画というのを上げておりまして、その

対応について当市としてはどのような検討をされたのか、その辺をお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

確かに今ご指摘のように文科省では、一時、普通教室の冷房を推進するというようなことを提唱

されましたが、ただ、補助面ではなかなか現実は厳しい状況にありまして、考え方はそういうこと

を進めたいとしながらも、市町村なりそういうところに、できるとこは進めてほしいというような

対応でございます。 

私ども今この冷房設備の考え方につきましては、やっぱり成長期にある子供に、果たしてそこま

で冷房が常時あることがいいことかどうかという問題もございますし、今の環境面を考えますと、

特別支障がないのかなと。気象状況等も調べてみますと、やっぱり８月が一番厳しいわけでござい

まして、そこは夏休みという制度下の中でございますので、そういう点を含めて冷房の整備という

ことについては、当時も検討しなかった経過でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確かにこの計画の中では、３分の１の国庫補助ということで、各自治体の負担というのは、かな

り大きいものかなというふうに私も思っております。私もすべての教室にクーラーを取りつけよと

いうような強引な考えはありませんで、ただ、本当に一部の方の声なんですけど、生徒さん、また
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小学生に聞くと暑いには暑いという声も聞いておりまして、学校の中でも教室によって温度差があ

ると思います。必要なところに、必要な分だけの対応をしていただきたいということで、教職員、

また児童生徒で、そういった教室の環境について検討していただくような、現場の方で検討してい

ただくような、そういう機会というのは設けていただけないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

先ほどご指摘がありましたように、学校保健法の中では、いわゆる温度管理が必要だということ

を指摘されとるわけでございまして、まず私どもは今すべての教室に温度計を設置をして、温度管

理に十分注意をしていだだくようなことから、始めていきたいなというふうに思っております。 

例えば、今回、換気扇等をつけたりしたケースもございましたが、それによってかなり体感温度

が下がるというような報告も受けておりますので、やっぱりそういう温度の状況とかそういうもの

に応じては、あるいは生徒の状況等に応じては、そういう対応をとる。まずその前段として、温度

計は設置をしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そういう対応は、青海の方で１件あるというふうにお伺いしております。非常にありがたいなと

思っておるんです。ただ、世界規模の話になりますが、温暖化の現象で正直に言いまして２０年前、

１０年前、今というふうに見てきたときに、やはり温度は上昇してきているかなというふうに思っ

ておりまして、その中で、子供の発汗能力についてなんですけども、都市部の中学生の半数は体内

熱を発散させるのが苦手で、病気でもないのに午後になると体温が３７度を超えてしまう。体に熱

がこもると炎天下で意識がもうろうとして倒れることがあり、日射病になりやすい。このような調

査結果を、日本体育大学の研究グループが発表しております。 

現在は都市部の子供に限らず、そういった状況が出てきているんじゃなかろうかというふうに私

はとらえて、当市においても児童生徒が暑さのためにぐったりするようなことがあってからじゃ対

応が遅いということで、また、こういういろんな施設を設備していくには、相当な時間とお金がか

かるわけですから、本当に暑い教室については検討していただきたいなというふうに思うんですが、

現状、その暑いという暑さの感覚なんですけども、必要ないというふうにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

現状では先ほども言いましたように、学校からは特別暑くてという話はございませんし、個別の

対応が必要なものについては、学校から連絡をいただき対応をとっておりますので、現時点では必

要がないというふうに判断をしております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今の答弁からすれば不測の事態とか、また子供の状況によっては、対応をきちんとしてくださる

というふうにとらえてよろしいですか。クーラーにこだわることなく、扇風機でもよろしいかと思

うんですけども、そういう対応を即座にとってくださるというふうに確約いただけるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

私どもは今ご指摘のとおり、例えば今回は換気扇をつけたわけですが、そういう措置が必要な場

合には対応していくという考えでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

では、続きまして２点目の市マイクロバスについてなんですけども、この件については本年８月

７日に、糸魚川中学校教育懇談会というのが学区内の議員とＰＴＡと学校側との話し合いの場があ

りました。その中で出た質問であります。 

先ほどちょっと説明があったんですけども、市バスの利用の説明では、年２回使用ができると。

さらに２回を超えるときは各学校の均衡を図るために少し制限があると。スキーについては別扱い

ですというふうに説明いただきました。 

ただ、その説明の中で、バスの台数については触れられてないというふうに聞いたんですが、こ

のバスの台数について、明確にして説明してないのかどうかお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

私どもは毎年４月に学校事務説明会を開催しており、その時点で、このマイクロバスの利用につ

いて各学校の事務担当者の皆さんに説明をするわけですが、いわゆる市のマイクロバスの台数、そ

の利用方法、申し込み方法等について、説明をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 
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さらに具体的な説明をせざるを得ないんですけども、糸魚川中学校の場合は５クラスがあって、

市バスが利用できるのは２台というふうに聞いておりまして、生徒全員が外へ学習に出るときにバ

スが使えないというように聞いたんですが、そういう現状でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

今ご質問のとおりでございまして、大体学年単位で行動されますので、そうすると糸魚川中学校

は１学年１８０人ぐらいになりますので、これを市バス２台といいますと８２人ということで、そ

れではカバーしきれないというのが現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そこなんですね、そこが非常に問題でありまして、小規模校と言ったらいいんでしょうか、バス

２台で用が足りる学校はいいんですけども、そうでない学校に対しては電車を使うとか、ほかの手

段を使ってるそうなんですが、実際には天候が急に変わったりして移動しなくちゃいけない。市バ

スがある学校はいいですけど、ないところは電車の時間を待って移動しなくちゃいけない。また、

雨天のとき臨機応変に、せっかくの時間をとったものだから、いい授業をしたいということで、ほ

かの施設へ移動して勉強するとかというのが、バスがあると可能なんですけども、電車だとなかな

かできないと。そういった状況を踏まえて対応はされてるのか、また、そういう声に対して話し合

いを持たれたのか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

ただいまご質問いただいております糸中の教育懇談会での件につきましては、学区の代表議員さ

んからも、その経過等をご報告をいただいております。問題は先ほどご指摘いただきましたように、

市のマイクロバスで１学年が対応しきれないという状況、これは確かに糸中だけでございまして、

この点については今の１校当たり年２回という基準は、そのまま適用するのはやっぱり問題かなと

いうふうに思っております。この要請もいただいておりますので、私どもは今１校当たり２回とい

う基準を、実質的に皆さんが載れるような基準に、少し見直しをしていきたいということで考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 



 

－ 296 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

今、バスの台数という点と、あともう１つ懇談会の席上お伺いしたのは、総合学習の予算につい

て糸中では３７万円ほどの予算があるというふうに聞きまして、どうしても授業の関係上バスを使

いたいというふうになると１台５～６万円ですかね、バスはするそうです。それを３台借りなけれ

ばいけない。そうなったときに、その総合学習用の費用を、バスを借りるのに使ってしまうと。残

りの２０万円ぐらいを授業に充てる、また教材をそろえる、また講師を頼むというふうに、そこに

小規模校と大規模校の不公平さが出るというふうに私は考えているんですけども、その点を今後ど

のように解決してくださるのか、その辺をお伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

その点の問題はございますが、まずは１校当たり実質的に２回ということが確保されれば、そこ

ら辺は学校の中で計画的に予算を立てていただければよろしいのかなというふうに思っております。

まずは１校当たり実質的に２回、市のマイクロバスが乗れるというような見直しをしていきたいと

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちょっと私も聞き取りがよくなかったんかもしれないですけど、何せ言いたいことは、小規模校

であろうが、大規模校であろうが、当初計画した授業がきちんと受けられる、そのまた予算で要し

た教材、または講師を招いたときにきちんと平等に受けられる。そういう予算措置をしていただき

たいということなんですけども、今の答弁は、そういうふうに受けとめてよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

この配当額を学校でどう使うかというのは、確かに平等という問題はございますが、全くバスを

借り上げしない、市のマイクロバスも使わないという学校ももちろんございますし、そういう意味

で申し上げたんでありまして、その中身をどうするかというのは学校で計画を立てて、有効に使っ

ていただくということでございます。みんながバスで出かけるということではない。ただ制度上、

１校２回というのは、きちんと担保されるようにしていかなきゃならない。それは総務課とも話を

させていただいとるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 
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そういうことであれば当初の計画の時点で、これだけ予算がかかるというふうに言えば、対応し

てくださるというふうにとらえていいですか。際限なくバスを使う、いろんな状況が出てくると思

うんですけれども、そんなに際限なく予算を組めるものなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

予算については、先ほど申し上げましたようにもう基準額がございますので、学級数に応じて配

分をするということでございます。それを学校でどういう用途に活用されるかというのは、学校で

計画を立てて使っていただくということでございます。際限なく予算を増額するということではご

ざいません。もう年度当初に配分額がございますので、それで計画を立てて総合学習を進めていた

だくということでございます。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

〈午後３時４１分 休憩〉 

 

〈午後３時４２分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

失礼をいたしました。 

今、糸中の場合、具体的に申し上げさせていただきますが、２台の配車では１学年、全部行けな

いということでございます。そのことに対して、今度はみんなが乗れるような、まずそういう対応。

それは学年全部で行動するかどうかという、今バスの台数もございますので、その授業の進め方も

含めて学校と細かい点は話をさせていただく中で、いわゆる糸中についてもほかの学校と同様に

２回、市のマイクロバスにみんなが２回以内で乗れるというふうなやり方にやっていきたい。予算

の増減ということは考えておりません。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

〈午後３時４３分 休憩〉 

 

〈午後３時４５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

大変申しわけありません。 

まず、１学年で同じ日に同じ時間に動くということは無理ですので、その辺も学校で調整できな

いか、そういうことも含めて、これから学校とは相談をしていきたいと思っております。市のマイ

クロバスで足りるように動くとなりますと、それしかないわけでありますので、そこら辺について

まず相談をさせていただきたいと思っております。 

配当予算もございますので、今回糸中については、他校の場合では借上料というものもみておる

んですが、たまたま予算上、見込んでいなかったということもございました。だからそういう今の

総合学習予算の中で基本的に対応していただくように、また私ども細部は学校とよく話をしていき

たいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

わかりやすく言いますと、今の筒石でしたかね、何か地層の見学に行かれるときに電車で行くん

ですけども、じゃあそのときの電車の費用というのは、どうなってますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

１０月に予定をされておるということで聞いておるわけですが、これについては保護者負担とい

うような考え方を学校は持っておられました。私どもは今、学校配当の予算を工夫していただくと

いうことで学校と調整をしながら、保護者負担のないように今回出かけていただけるように、今調

整をしておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

念を押すようなんですけども、先ほどの話は回数をふやすとかじゃなくて、来てくださる講師の

方とか現場にもよるんですけども、１日の設定でやった場合に５クラスあるわけですよね。単純に

５台のバスが必要だとしましょう。そうしますと、その計画で行った場合に２台は市バスで利用で

きると。残りの３台を要は教材とかに使うお金から使うんではなくて、そのバス３台分だけを例え

ば教育委員会、また行政の方で確保してもらえるのかどうかというような質問内容だったんですけ
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ども、回数を分けて対応できる計画であれば、それはそれでいいでしょうけども、ちなみに５クラ

スあるわけですから、２回に分けても１クラス分足りませんよね。そういったときに予算措置とか、

何かバスを用意するとか、そういう対応ができるかどうかだけ確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

予算的な問題も伴いますので、その点は今ここで、そのようにということは答弁申し上げられま

せんが、先ほどから申し上げておりますように、学校と今この問題の細部について調整をしていき

たいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ教育長の方からも、それはさっき言った授業に不公平というか、そういうものが起きないよ

うに配慮していただきたいと思うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小松教育長。〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

学校間に確かに授業の内容において不均衡があるというのは、非常によくない事態でございます

ので、その辺については検討し、解決に向ける努力はしてまいります。 

ただ、総合学習そのものの、本来的なあり方というのもあろうかと思います。際限なく総合学習

の中でこういうことをやりたいんだから、これだけの予算が必要になる。その予算を確保してくれ

という、そういう感覚での授業の組み方というのは、これもまた再考していかなければならないと

思いますので、その辺は学校現場についても、また指導をしてまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

しっかり学校側と協議をして、子供たちに自己負担とかをなるべくかけないような対応をお願い

したいと思います。 

次に、窓口対応の方に移らさせていただきます。 

先ほど１回目の質問の方で、具体的に認定証明書を本人が原則ということであったんですけども、

ちょっと不確かな情報で申しわけないんですけど、上越市の方ではそういう寝たきりになった場合

は、身体障害者の手帳を受ける対象者になるということで、本人の方にそういう証明書を送付して

るというふうにインターネットの方で見させてもらったんですが、同様なサービスを当市でもでき

ないかと思うんですが、いかがでしょうか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

上越市の対応については、ちょっと詳しく存じておりませんが、糸魚川市の場合は申請をしてい

ただく。申請していただいた内容について、行政の内部のデータによって審査をいたしまして、合

致するものに認定書をお送りすると。こういう手順でやらせていただいております。 

ご質問の施設入所者が寝たきりになった場合の件につきましても、冒頭、市長の方でお話しまし

たように、今現在は申請書を出していただいて、審査の結果、認定書を発行しておりますので、直

接の窓口が法人の施設になります関係で十分協議は必要でありますが、なるべく市民の方から何回

も足を運ぶということのないように、工夫をしなきゃいけないなというふうに思っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

明らかに寝たきりになったような状況の場合には慎重に審査しなくても、明らかに障害者という

ふうに認定ができると思うんですね。それでもあえて今の手続を踏まないといけないということで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

寝たきりの状態の方は、確かに難しい審査をしなくても該当をするというお答えでありますけど

も、基本的には認定書を発行する前に、ご本人から申請をしていただくというのがひとつの原則と

なっておりますので、その申請の仕方について法人の方、施設の方から何かやり取りをする場面で、

もう少し工夫ができないかという意味で検討をさせていただきたいと思います。 

今のところ申請なしで、ある状態になった場合に自動的に認定書を作成をさせて、本人のところ

へ届くというのは、把握漏れという危険もございますし、一応申請して、認定という形をとらせて

いただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちょっと角度を変えて質問させてもらいますけども、市内限定でいいんですけども、市内のそう

いう施設にいる方を行政は把握しておりますか、寝たきりになった状況とか。また把握できますか、

行政サイドで、市内に関して。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

介護保険制度の中で状態が変更になった場合の認定替えというのがありますが、その作業の中で

は、把握をできるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

把握ができるんであれば、文字通り手間を省いて認定証明書を出すべきだと思うんですけども、

いかがなもんでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

申請をいただいて認定をするというルールを、今のようなケースに例外的な対応ができるかどう

かというのは、行政のシステムとして慎重に検討したいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

検討もよろしいんですが、市民本位のサービスというか、それが行政の役目だと思っております

ので、ぜひその検討に期待しますので、ぜひやっていただきたいと思います。 

次に、多重債務者の方に移らさせていただきます。 

最近、経済格差社会という言葉を耳にしますが、当市においても将来、そういう生活保護になっ

たりとか、またニートの数のこととかもあるんですけども、なるべく自立をした生活をしていただ

けるような配慮が必要だと私は思っておりまして、この多重債務者に対して法律相談とかしていた

だいているんですけども、自己破産とかのこういう動態とか傾向とかの把握を、当市としてはされ

ているでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

自己破産の件数の把握については直接やっておりませんが、先ほど市長の方からお答えいたしま

したけども、いわゆる多重債務者の救済制度の中で財団法人法律扶助協会、ここが自己破産の処理

の経費を立て替える制度を持っております。それを使ってのケースが、最近では２年ほど前に、

１件あったというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

すみません、今ほどちょっと中途半端な質問をしてしまいまして。サラ金、闇金の借金は高金利

でして、機械で担保を取らずに簡単に借りられる便利さというのが、現在そうなっております。そ

れで簡単に借り入れした方がどんどんどんどん借金がふえていったときに、なかなか相談に行きに

くい状況があるというふうに伺っております。 

そういった方を救済する意味で、相談しやすい環境といいますか、そういったことを行政の方で

考えておられるか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

相談の窓口につきましても冒頭お答えしたことになるわけですが、社会福祉協議会におきまして

無料法律相談というものを月１回開いております。それは多重債務者だけではなくて、法律全般に

ついての相談でありますので、ある意味そう気兼ねなく、ご利用いただける状況にはなっておるか

というふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

１回目の質問のときにも機会をふやしてほしいと言った理由は、例えば多重債務者の場合になる

んですけども、いち早く処理をしてあげればあげるほど、有利な解決策があるもんですから、無料

法律相談ですと予約制であったりとか、期日が決まっておったりして、なかなかそれまで待てない

というような状況のときに、行政で窓口みたいなものが設定されていれば、すぐそこに相談を持ち

かけて、次の二の手、三の手が打てるという意味で、そういう機会をふやしてほしいと。この無料

法律相談にこだわっているわけじゃないんですけども、行政の方ですぐ来て、すぐ対応ができると

いうような、そういうコーナーというか、相談窓口の設定を考えていただけないかなという思いで

質問したんですけども、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小掠福祉事務所長。〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

福祉事務所の窓口では、生活困窮という場合もありますし、いろんな心配事について、特別な日

を設けないでもご相談になる方が結構おいでになります。 

そういう場合には、その方とのお話の中でどういうスケジュールで対応したらいいのか、次の法

律相談まで待てるのか、あるいは待てなければどうすればいいのかというようなことを、個々のケ

ースによってお話をすることは可能です。法律相談という窓口を福祉事務所が簡単にかけるという、
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そういう状況ではございませんが、どんなことでも福祉事務所には、ご相談いただきたいというふ

うに思っております。 

それから消費者行政の一環としては、地域づくり室の方で消費者行政の担当もおりますので、い

ろんな部署でもって、その方に合った相談ができるんではないかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そういった形で相談に乗っていただけるんであれば、また私もアピールをしていきたいと思って

ます。 

次に、その多重債務者に関して、救済方法がわからないという声もありまして、できましたら糸

魚川で広報みたいなもの、ホームページもそうなんですけど、一般的な救済策というか、例えば行

政書士のところに行ったら幾らぐらい費用がかかって、どういう整理の仕方があるのかとか、そう

いった紹介というのを行政から定期的にというか、年１回ぐらいアピールをしていただきたいと思

うんですが、そういう点は可能でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。〔総務企画部次長総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部次長総務課長（本間政一君） 

今のご相談のようなことにつきましては、広報等で周知できるものであればコーナーを設けて、

そういう機会をつくりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひお願いしたいと思います。 

総括的になるんですけども、悩み苦しんでいる人に関しては援助していく、また苦しんでいる人

を減らしていくというのが、行政の基本的な考え方だと私は思っております。 

それで今後、この予備軍という言葉は適切かどうかはわかりませんけども、できましたら職員で

相談に乗ってあげられる空間づくりですね、そういうのをしていただいて、なるべくそういった方

を救済していただきたい。 

また税金の面になるんですけども、滞納は自治体にとっては困難な課題ですが、滞納整理で職員

が訪問したときに多重債務者であるとか、そういったことが判明する場合があるというふうに聞か

れております。また、学校の給食費を払えない場合も同様で、職員の意識によっては、そういう多

重債務者が相談できない状況で、困っている状態でいるのをほかに言えないもんだから、借金が膨

らんでいくという状況があるもんですから、今言った税金の滞納だとか、費用が払えないとかとい

うのを職員がアンテナを立てていただいて、そういった方には、そっと相談に乗ってあげるような

ことというのはできますでしょうか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

栗林助役。 〔助役 栗林雅博君登壇〕 

○助役（栗林雅博君） 

大変難しい問題でありまして、これはやはり民法上の債権債務の関係が絡んでまいります。また、

今そういったものを把握したところによって、また相談の持ちかけ方によっては、人権問題にもや

っぱり絡んでくるかというように思っております。 

やっぱり相談行為というのは、本人が自発的に相談をしてこないと、この問題というのは、かな

り問題のある取り扱いに発展する恐れがあろうかと思います。ですから、本人の自己責任といいま

すか、自己の意思で、こちらがやっぱり受け身の態勢で相談に乗ってあげないと、あなたは追っか

けられてるというか、多重債務があるんでどうでしょうか、相談に乗りませんかというようなこと

は、ちょっとこれはできない条件ではないかというように思っております。 

そんなことのまた情報があって、相談をしたいということであれば、また第三者を通じて行政の

方に相談いただければ、いろいろな形でもって善処することができないんではないかと、こう考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確かにおっしゃられるとおりだと私も思っておるんですけども、今の個人情報の関係があって、

なかなか入っていきにくい面もあるんですけども、ただ、なぜそこまできょう質問してるかと言い

ますと最悪の事態を招いてほしくない。以前もどなたか質問されてました自殺だとか、そういった

問題に発展しないためにも周りで気づいてあげられれば、もっとほかの形で救ってあげられたんじ

ゃなかったか。そういうようなことを考えますと、なるべくアンテナを立てて、今人権の問題もあ

りますけども、そういったものに微妙なんですけども、救済をしていくという姿勢で望んでいただ

きたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、災害対策の方に移らさせていただきます。 

なぜマンホール型のトイレを設置していただきたいというふうに考えたかと言いますと、阪神・

淡路大震災や、新潟県中越地震において、避難所でトイレ使用が困難になる事態が多く発生し、そ

のことによってトイレを我慢したり、水分の摂取を控え体調を悪くしたり、エコノミー症候群と思

われる症状で、命を落とすケースもあったというふうに伝えられております。 

そこで人口が密集している地域に関しては、仮設トイレの確保というのが非常に大事であると。

そこで各避難所において利用する被災者の数や必要なトイレの数を想定した仮設トイレの確保とい

うことを、どのように考えておるのか。また、考えているのであれば、今の備蓄数とか対応策とい

うものを、今どのように考えておられるか確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 
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○消防長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

仮設トイレの重要性につきましては、先ほど市長が答弁申し上げたとおりでございます。 

まず通常、私どもの方の備蓄の中では、いわゆる水が断水いたしまして、水洗便所が使えなくな

ったことを想定した中での、いわゆる簡易的な便器に便等を収容できる、そういう簡易のものを備

蓄をいたしておりますし、また、さらに仮設トイレといたしましては、イベント等で使われます、

ああいうくみ置き式のものにつきましては、いわゆる協力業者等と契約する中で、導入も考えてお

ります。 

今ほどご提案のございました、いわゆる公共下水道のマンホールを利用した災害用トイレという

ことにつきましては、私どもも情報を把握しておりまして、既設のものを利用できるという中で、

これは公共下水道が完備されている地区に限定されますが、特にこれは市街地でございますので、

非常に有意義であるというふうに承知しております。我々が今考えておりますのは、当糸魚川市の

場合は大都市に比べまして人口密度もそれほど多くないわけでございますので、既設のいわゆるマ

ンホール等を利用する中で、これは有効なものになるというふうに考えております。新たなマンホ

ールをつくらなくても対応できるものと考え、活用方法をさらに進めていきたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

まさしく本当に市街地、密集地に限ってで結構ですので、そういった取り組みをぜひやっていた

だきたいなと思います。 

次、自主防災組織の充実なんですけども、たびたび一般質問の中でも防災リーダーという言葉が

出てきておるんですけども、市として防災リーダーの定義というか、要件というか、それをちょっ

と確認させていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

防災リーダーの件につきましては、先般の一般質問で五十嵐哲夫議員さんからもお尋ねがあった

わけでございますが、一定の講習資格を受けた中で、民間の方々から地域の住民の方々の避難誘導

等々、リーダーとなっていただける役割を担っていただける方でございます。非常に期待が大なも

のでございます。 

ただ、私どもが申し上げておりますのは、いわゆるそれほど公式なものでなくても、いわゆる地

域コミュニティを大切にしていただいた中で、地域の方々がいざ災害時に、烏合の衆にならないよ

うに取りまとめていただければ、それが有資格とか何とかということじゃなく、地域の自治会の区

長さんでも結構なわけでございますが、そして地域の住民の方々も、そのトップの方との意思を統

一する中で、日ごろ訓練をする中で、うちの地区はこの仲間でいこうやと。こういう烏合の衆にな

らない組織形態をおつくりいただければ、あえてこういった資格を有したものでなきゃならんとい
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うことではないと私は考えておりますので、そういう意味からして地域コミュニティの中での、そ

れぞれ自主的な組織づくりというものを我々も働きかけますし、地域の皆さん方からもおつくりい

ただきたい、こう願っているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そうですね。防災リーダーの必要性は、私もそのとおりだと思っております。 

ちょっと紹介させていただきますが、昨年、政務調査で訪問した、五十嵐哲夫議員もおっしゃっ

ていましたが、東京都の大島町では、災害が発生したときに消防団員の指示が絶対的で、意見、反

論が許されないというぐらい的確だそうです。離島であることから消防署と呼ばれるものがなく、

生命を守ってくれるのは消防団しかいないということが、身にしみてわかっているそうです。災害

時には、町長や警察官よりも指揮権限が消防団にあるということです。 

さらに興味深いことは、大島町の自治会の班長なんですけども、地区住民の細かい世帯状況の名

簿を持っているという点です。自主防災組織が２０年の歴史があることから、各班に名簿が出せる

ということです。そして独居老人の家は見た目でわかるようになっている。防犯上問題はあるんだ

けども、小さな島のために地区住民が普段から顔を合わせており、不審者はすぐに見分けがつくと

いうような状況だということです。 

ここで注目したのが、いわゆる防災リーダー、ここは消防団員なんですけども、防災リーダーに

担当地域の住民の状況がわかるように、一定の個人情報が提供されているということであります。

８日の五十嵐哲夫議員の一般質問に対して消防長の答弁にもありましたが、この生命を守ることを

第一義として、マル秘扱いの防災リーダー用の名簿を作成するマニュアルといいますか、そういっ

たものをつくってはどうかなというふうに思うんですが、それは可能でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

災害時の要援護者の実態把握というのは、これは非常に大切なものであります。はっきり申し上

げまして、我々防災部門におきましては現時点では、市内の要援護者の正確な情報というものは持

ち合わせておりません。 

先般の市長答弁でもお話申し上げましたように、やはり市民の生命、身体、財産を守るという観

点に立った場合には、やはりこれらの情報の入手というのも大切だろうと思いますので、いわゆる

それらの関係部局の皆さんの協力を仰ぐ中で、当然ご本人なり、あるいはご家族のご了解をいただ

かなければ、個人情報の観点もあるわけでございますから。 

ただ、我々防災部門といたしましては、そういうご理解をいただく中で、私どもの方にそういう

情報というものを共有化させていただけるのが、いざ災害時の要援護者の速やかな救援につながる

ものと、こう考えておりますし、今ほど言われておりますような自主防災組織にしろ、消防団にし

ろ、地域コミュニティにしろ、やはり情報がなければ助けようがないわけでございますので、その
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辺のところは、やっぱり関係者のご理解もいただきたいもんだと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今ほどの答弁で、関係者からご協力をいただきたいとあったんですが、じゃあそのように住んで

る方に対して、こういう情報提供をくださいと言って動いて情報収集して、それを防災リーダーの

方に渡すということで受けとめてよろしいんでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

私が今ほど申し上げた関係者のご理解というのは、資料づくりの関係者だけではなく、やはり当

然、要援護者等が含まれる皆様方のご理解というものも大切かと思うわけでございますので、やは

り個人情報というものを尊重する中で、いわゆる危機を乗り切るにはどうしたらいいかというのを、

お互いに知恵を出し合っていきたいと、こういう意味合いでございますので、今、即お渡しできる

とかどうとかというのは、ちょっと今ここでは難しいかと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

防災計画の中にあるのかどうかちょっとわかりませんけども、そういった個人情報をある程度集

めて、いわゆる行政が認めたというか、そういう防災リーダーに対しては、そういった情報はマル

秘扱いで取っていただきたいなというふうに思うんですけども、市長、何かありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えさせていただきます。 

我々は区長さん方とよく接する機会がございます。そういった中におきまして自主防災だとか、

そういったとらえる中でやはり住民の情報収集をしたい、また、情報収集をしていただけないだろ

うかという中において、やはり個人情報の保護も重要な観点だということで、いろいろその配慮を

しなくちゃいけない部分もあるということで、区長さん方がそういった形でお願いに行くと、拒否

をされる部分もあるということもございます。 

その辺を考えますと今消防長が申し上げましたように、個人情報の保護というのは非常に難しい。

これはもう法的に決められたわけでございますので、それをクリアしない限りは、私は難しいとと

らえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

なかなか難しいというお話であります。そうであるならば、次の手ということじゃないんですけ

ども、要援護者別支援マニュアルというものをぜひつくっていただいて、要はその人の障害だとか、

外国人であれば英文の注意書きみたいなものなんですけども、非常に具体的になっておりまして、

例えば聴覚障害の場合ですと、補聴器は常に手元に置くようにしてもらうとか、補聴器等の専用電

池は必ず予備を用意してもらうとか、正確な情報を収集するために緊急連絡先表を近くに置いても

らうとか、筆談用にメモを置いてもらうとかという、いろんな障害の状況によってあるんですけど

も、細かいそういうルールづくりをしていただいて、そういう方がおられるようなところに配布を

していく。そういう要援護者別支援マニュアルというんですけども、岐阜県の方でそういう取り組

みがされておりますので、ぜひ当市でもそういったものをつくって配布していただきたいと思うん

ですが、お考えをお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

間もなく配布できます新地域防災計画の中で、要援護者への確保に対する基本的な方策、方針に

つきましては、それぞれ在宅、あるいは施設、あるいはまた今おっしゃられましたような観光客と

か外国人とか、こういう対応別に基本的な方針のものについてはうたわれております。 

これらを肉づけるために、やはり実務的なものには、マニュアルというものになるかどうかは別

にいたしましても、この地域防災計画に盛られた精神を具現化するための、いわゆる具体的な手順

といいましょうか、それらのものについては、当然つくらなければいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ、わかりやすいものをつくっていただきたいというふうに要望しておきます。 

続きまして、自主防災組織に関してですが、当市の場合、防災組織があるところに限定ですけど

も、中心となるメンバーが毎年のように交代するとか、そういうような状況というのはありますで

しょうか。大体役員というかメンバーになったときに、もう長期にわたってなっていただけるよう

なシステムになっているんでしょうか、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

現在設立されております自主防災組織、それぞれ対応が異なります。今ご指摘のように、やはり

町内会の区長さんが代表とおなりになっているところについては、その区の実情によっておかわり
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になるところもあれば、行政役員とは別個になった中でご就任いただいて、いわゆる代表がかわら

ないと。それぞれ対応が違うわけでございますが、要は、その地区としてまとまっていただいた中

で、そしていざというときには、この組織で動くんだよということを、それぞれその地区の方々の

コンセンサスを得られる組織というものが、大切かと思うわけでございますので、でき得れば恒常

化している方が望ましいわけでございますが、もしかわらなきゃならない実情があるようであれば、

それが引き継がれるような組織であることを期待したいもんであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

いろんな事情があるとは思うんですけども、やっぱり強い組織をつくるには、なるべくメンバー

を固定化させて、役割分担をきちんと決める必要があるというふうに私は考えております。 

既に幾つかの自主防災組織では、防災協力員によって地域の防災活動の重要な役割を担ってもら

っているんですけども、そこで防災協力員の人数とか、教育訓練とか、そういった計画ですね、そ

れはどのようなものがあるのか、また今後どういうふうにしていくのか、決まっていればお聞かせ

いただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

自主防災組織の組織の中身、運営形態につきましては、全市画一的なものというのは、それは望

ましい理想形かもしれませんけども、今の段階では、そこまで私らは考えておりません。 

先般の五十嵐哲夫議員さんのご質問にもお答え申し上げたんですが、まず今の現段階では組織率

がまだ低いわけでございますので、それほど大上段に構えないで、地域の方々がいわゆる烏合の衆

でない中で、地域住民がこの区長さんなら、この隊長ならばついていこうと、こういうコンセンサ

スづくりができるような、まず柔らかい組織づくりの中から取り組んでいただければと、こう思っ

ているわけでございます。 

ご質問にあります協力員につきましても、それぞれの自主防災組織の規模によりまして、人数等

も違っておるわけでございますので、それほど我々は今役割分担まで画一的なものまでは求めてな

く、まずは組織化の方について、働きかけに力を入れてるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今の現状を聞くと、質問ではいろいろ自主防災組織に対して、いろんな備品類とかもそろえてい

ただきたいというふうに言おうと思ったんですが。じゃあまず組織をきちんと構築された上で、画

一的ではないかもしれませんけども、そういった団体にはそういう初期消火をしていただくための

備品類というものを充実させていただきたいんですけども。最終的には標準化ですよね、その組織
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には、こういったものをそろえてもらうというようなことを考えて、計画的に推進していただきた

いなというふうに思っております。 

さらに災害に関しては昼夜問わず起こり得るもので、地域の防災訓練に対して、先ほども出てき

ましたけども自主防災組織、または防災リーダーとしての研修というんですか、訓練というんです

か、そういう計画、取り組みというのもあれば、教えていただきたいんですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えさせていただきます。 

今のそういった訓練等につきましては、また消防長からご答弁させていただきますが、今、自主

防災組織の設立等に関してのご質問をいただいているんですが、これはやはり住民の方々と一体と

なってつくっていかなくちゃいけない問題でございます。 

そんなようなことを考えますと、全市に一気にこういう組織ができればいいんですが、なかなか

私はできない状況があるんだろうと思っております。しかし、じゃあさすれば災害が起きたときど

うするんだということを言われるわけでございますが、しかし私は各地ではいろいろ今まで古い歴

史の中において、こういったことに対処してきた組織というのがあるわけでございます。それは地

域の区長さん方を中心にしてやっておりますし、区長さんがやはり地域で一番信頼のある方が、そ

の地域を取りまとめていただいているわけであります。 

そういう中で災害が起きたときには、そういった役職もみんなその地域の中では確立されている

部分もあるわけでありますので、私はそういったところがもう改めて、自主防災組織というものも

必要かもしれませんが、そういったことがなくても、そういった対応ができるコミュニケーション

がとれているところも結構あるわけでありますので、そういったところを中心にしながら、これか

ら広げていきたいわけでございますので、一律的に、早急的に、すぐそういったことでもって立ち

上げるのは、いかがかなと思っております。今あるそういった組織を大切にしながら、また画一的

にならないでも災害時に対応できればいい。 

そして今難しいのは、対処のいろんな責任という部分について、どういう対応をするかというこ

とになってきますと、責任者というのは大変なご苦労があるわけでありますが、それを今あるいろ

んなものを消防団の上に、さらにまたそういった組織というものをつくっていくのはいかがかなと

思っております。 

当然そういった各区長さん方と、そしてまた消防団とそういう話を詰めながら、自分たちの地域

は、どのような災害対応をしていけばいいかということも論議をする上で、自主防災組織というの

は必要だということになれば、そのときに立ち上げていただきたいなと思うわけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

既に立ち上げていただいている自主防災組織、あるいは自主防災組織の名前がなくても、自治会
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として災害対策を考えておられる地区の皆さん方につきまして、私どもの方としましては訓練とい

いますよりも、まず防災行政当局の方が地区の皆様方に何を期待しておるのか。まずは初期の段階

でこういう働きをしていただきたい。特に先般からお話がありますような、まずその災害の発生時

点におけるところの住民方の人数把握といいましょうか、こういうようなものとかから、あるいは

避難所への引率と。こういう形で、まず我々行政が駆けつける前に、初期の段階で取り組んでいた

だける内容、これを日ごろの日常の中で、あるいは機会を見つけた中で、訓練をしていただきたい

ということを、自治会あるいは自主防災組織の皆様方に、お願いをしてるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今ほどもいろいろ答弁をいただいとるんですけども、やはりちょっと心配しているのは、自主防

災組織があるところは非常にいいと思うんですけど、ないところ。あともう１つは、つくりたくて

もつくれないような集落であったりする場合ですよね。そういったときの対応を、どういうふうに

考えていくのか。 

私がちょっと考えたのは、そこに住んでおられる方に障害があれば、その障害状況を説明できる

カードみたいなものを常に持っていただくとか、何かそういうふうに考えておったんですけども、

そういうつくりたくてもつくれないような地域に関しては、どのようにお考えになっておるのか、

そこだけ確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡消防長。〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

災害発生時の対応につきましては、まず自主防災組織オンリーではございません。当然、私ども

行政も、あるいは先ほどからお話がありますような消防団にいたしましても、あらゆる関係機関に

つきまして救援といいましょうか、対応を行うわけでございます。 

ただ、いわゆる初期の段階で、地域コミュニティの方から第一歩の手助けが非常に効率的であり、

かつ被災者の二次災害等々が防げるという観点からお願いしているものでございますから、ないか

ら全くここは孤立無援の地域だというふうには考えておりません。 

地域防災計画の中におきましてもいわゆるいろんな団体、民生委員、あるいは社会福祉協議会、

民間ボランティア等々うたわれておりまして、そういういろんな機関の中から当然そういう。組織

があっても中山間地域の方で、非常に家と家との間が離れているところもあるわけでございますか

ら、もう組織そのものじゃなく、個人個人で対応しなきゃならない地区もあるわけでございますか

ら、そういうところについても常に我々は情報を把握しておく中で、一番適切な機関が災害発生時

に駆けつけたいと、こういう思っているわけですので、自主防災組織がないから、ほかはできない

んだということじゃないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確かにいろんな事情があって、難しい面もあるかと思いますが、状況把握を常日ごろからしてお

いていただいて、また先ほども言った要支援者別みたいなマニュアルを定期的に喚起を促していた

だいて、おっしゃられたとおり自分の命は自分で守るというものを徹底、推進していただきたいと

思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

 

〈午後４時２９分 延会〉 
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